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企業の求める人材

人情報を積極的に提供するなどの支援を行ってい
ます。

　就職活動の早期化・長期化、採用に直結したイ
ンターンシップが増えている現状に対応するため、
新3年次生対象のガイダンスを3月下旬に実施しま
した。学業の優先を前提としつつ、就職活動への
早期からの準備を促し、インターンシップ参加に向
けてのエントリーシート・面接対策等のセミナーを
実施、学生の積極的な挑戦を後押ししました。
　また、学生の活動開始時期が多様化しているこ
とから、１年間を３つの時期に分け、各時期に、ガイ
ダンス、セミナー、ワークショップ等を開催、学生が
就職活動をいつから始めても対応できるように、必
要な知識やスキルが身に付く体系的なパッケージ
を用意しています。各プログラムはオンラインで開
催し、キャリアセンターホームページ上でオンデマ
ンド配信も行っているため、いつでも視聴できるよ
うになっています。
　また、就職活動の早期化に伴い、インターンシッ
プの重要性が高まっているため、有力企業に協力
いただき、夏期休暇中に、同志社大学の学生の参
加枠を設けた同志社生限定インターンシップも開
催しました。
　コロナ禍により、就職を取り巻く環境が変化して
いますが、就職環境の良し悪しにかかわらず、皆さ
んが企業にアピールすべきことは、主に、根拠に裏
付けられた皆さんの強みと、企業への熱意の２点
です。また、皆さんが知っている大手企業や有名企
業の多くは、就職環境に関係なく、常に「厳選採
用」であることを覚えておいてください。大手企業
や有名企業には、全国から何千、何万人もの学生
からのエントリーがありますので、全員が面接選考
までたどり着くことはできません。まずは、エントリー
シートで自身をアピールすることが重要です。キャリ
アセンターで実施するエントリーシートセミナーに
参加し、まずは自分らしいエントリーシートの書き方
を身に付けてください。
　来年２月には、約400社の企業を招聘し、企業理
解を深めるWEBの学内企業説明会を開催予定
です。学外で開催される合同説明会と異なり、学内
企業説明会は、同志社大学生だけのために多くの
企業が参加いただける点が大きな魅力です。現時
点で興味がある業界・企業だけではなく、幅広い業
界を見て比較し、職業選択の幅をできるだけ広げ
てください。
　特に、皆さんが知っている企業は、一般消費者
向けのビジネスを展開するB to Cの企業が多い
ですが、日本には、企業向けのビジネスを展開する
B to Bの企業が数多く存在します。B to Bの企業
の中には、世界でトップシェアを誇るような企業が
数多くあります。知らない企業でも、ぜひ積極的に
情報収集をしてください。
　キャリアセンターでは、皆さんからの個別の相談
にも対応しています。相談というと身構えてしまうか

もしれませんが、就職活動について話を聞いてほし
い、考えを整理したいので誰かと話したいといった
際にも気軽に利用してください。多くの先輩たちも、
就職活動の進め方や、エントリーシートの書き方等
様 な々相談をしています。
　就職活動では、一見すると明確な数値や基準の
ない中で採用・不採用が決まります。自信をもって
提出したエントリーシートや履歴書が通過しない時
や、手ごたえがあった面接が不合格だった時は、自
分自身を否定されたような気持ちになるかもしれま
せん。落ち込んだ時は、一人で悩まずにキャリアセ
ンターを大いに頼ってください。

　経団連が実施したアンケートによると、企業が新
卒採用時に期待する資質の１位は、「主体性」で
す。２位以下には、「チームワーク・リーダーシップ・
協調性」、「実行力」が続きます。企業が新卒の学
生に求める力は、「自ら主体的に行動し、周囲を巻
き込みながら、実行する力」と集約できるでしょう。
　コロナ禍で定着したオンラインによるコミュニ
ケーションは、直接対面で話すのとは異なる難しさ
があります。これまで以上に相手の意見を傾聴し、
そのうえで自分の意見を伝えることが重要です。今
年も多くの企業でＷＥＢ面接が実施されましたが、
通信が途中で途切れてしまう、音声が聞きづらい、
カメラが機能しない等、様 な々問題が起こりました。
面接の緊張感が加わって、パニックになった学生も
いました。トラブルに柔軟に対応できるよう、事前に
PC操作に習熟しておく等の準備をしてください。
　また、コロナ禍でリモートワークが増え、職場で仕
事をしている時よりも仕事の全体像が見えにくい
状態にあります。指示を待つだけの受動的な姿勢
では、業務に支障が生じることがあります。これから
の社会人は、これまで以上に主体的に課題を発見
して、対策を考え、解決に向け挑戦し、業務を遂行
する力が求められます。

　採用選考の過程では、学生時代に力を注いだエ
ピソードを通じて、皆さんがどのような状況でどのよ
うに考え、どのように行動したのかが問われます。し
かし、コロナ禍の影響で、サークル活動、ボランティ
アやアルバイトが大きく制限されるなか、何をどのよ
うに伝えるのかが難しくなっています。
　大切なのは、何らかの目標を達成したという結果
ではありません。目標を達成するまでにどのような
努力をしたのかというプロセスを具体的かつ明確に
伝えることが重要です。プロセスの中に、皆さんの
強み、人間性、価値観、能力等が表れるからです。
　「早めの準備と幅広い視点を持つ」、「あきらめ
ず粘り強く取り組む」、「自分で考えて決める」の３
点を意識しながら、自分を信じて前向きに就職活
動に取り組んでください。

　来年度の就職を目指す皆さんが気になるのは、
数年続くコロナ禍やインフレ、円安等が自分たちの
就職活動にどう影響するのかだと思います。この
点については、悲観しすぎる必要はありません。日
本国内では労働人口が減少し続けていることか
ら、採用に熱心な企業が多くあります。また、コロナ
禍等で業績が悪化する企業がある一方で、業績を
伸ばしている業界・企業もあります。
　大切なことは、「早めの準備と幅広い視点を持
つ」、「あきらめず粘り強く取り組む」、「自分で考え
て決める」の３点です。
　キャリアセンターでは、様々な就職支援プログラ
ムや個別相談で皆さんの就職活動をサポートして
います。就職活動は情報戦です。キャリアセンター
を積極的に活用しましょう。

　ここからは、本学の現４年次生・大学院２年次生
の就職活動の状況と、キャリアセンターが実施する
現３年次生・大学院１年次生向けの就職活動支援
について説明します。

　現４年次生・大学院２年次生である２０２３年４月
採用の就職活動は、前年と同様に、企業の採用活
動のうち、広報活動が「３年次生の３月」から、選考
活動が「４年次生の６月」から開始のスケジュール
となりましたが、この日程によらない企業も多数あ
り、採用活動は全体として早期化しました。また、こ
れまで新型コロナウイルスの影響のため採用を中
止・縮小した業界・企業が、採用を再開・拡大に乗
り出す等の変化も一部に見られました。コロナ禍３
年目の採用活動となりましたが、多くの企業では引
き続き、インターンシップや説明会、面接等でオン
ラインツールを活用し、採用活動を実施しました。
　キャリアセンターでも、このような就職活動の動
きに対応するため、昨年３、４月のキャリアガイダン
スを皮切りに、新規を含む様々な支援プログラムを
開催しました。就職ガイダンスや基本セミナー、個
別相談等はWEBでも開催し、実家や遠方にいる
学生も参加できるようにしました。
　また、業界・企業理解を深めるために、２０２２年２
月から３月に、延べ約６００社が参加するWEBの学
内企業説明会を開催しました。説明会の内容はオ
ンデマンドでも配信し、説明会には約２００名の
OB・OGが参加、後輩へのアドバイス等をいただ
きました。
　就職活動中の学生を支援するため、今年の６月
以降学内で選考会を実施するWEB企業採用選
考会を定期的に開催し、採用継続中の企業の求

来年度就職を目指す皆さんへ
納得のいく就職に向けて

就職を取り巻く状況と
キャリアセンターの支援について

最後に

面接は双方向の会話のキャッチボールです。そ
れを円滑に自然に行うことが合格の秘訣であ
ると考えています。また、キャリアセンターでは
個別相談やOB訪問など多くの支援をして頂き
ました。そのおかげで、第一志望から内々定を
頂けたので、積極的に活用することをオススメ
します。

自己分析はしっかりと行うべきだと感じました。
いろんなイベントに足を運んだり、参加したり、
ネットで調べたりすることで、思いがけないとこ
ろに自分に合った企業が見つかることもあるの
で、最初はいろんな企業を見たほうがいいと思
います。

真摯に選考を受けた方がいいです。相手は経験
豊富な大人なので、会社にあわせて嘘をついて
もバレます。

志望度の高い企業ではOB・OG訪問をすべき
であると思います。業務内容を深く知り、それを
うまく面接で伝えることが内定への近道である
と感じます。

クラブ活動やゼミ活動など目の前のことに全力
で取り組んでいたら、面接で話すことがたくさん
できるので行きたいところに行けると思います！！
周りに流されず、自分らしく頑張ってください。 

先輩や大人の力をたくさん借りてください！わか
らないことはとことん聞いて、ES添削や面接練
習にもとことん付き合ってもらってください！

就職することを目的とするのではなく、就職先で
何を実現したいかということを考えて就職活動
をすすめると、自分の納得いく活動になるので
はないかと思います。 

企業名に拘らず、自分が一番何を大切にしたい
のか(仕事内容なのか、勤務地なのか、お給料な
のかなど)を明確にして、企業を選ぶといいと思
います。

１社でもいいから選考のあるインターンシップ
に参加してほしい。合否は重要でなく、早いうち
にESを書き、面接を受け、SPIを勉強したほうが、
楽だからである。
学内説明会に積極的に参加してほしい。同志社大
学の学生を採用したいと思って参加している企業
なので、これを中心に就職活動をするのもあり。
ESは、キャリアセンターなど、信頼できる社会人
の方にアドバイスをもらうこと。
面接ではうまく話そうとするのではなく、面接官
の反応を見て、質問に誠実に答えること。

迷ったらキャリアセンターの個別相談を利用
させてもらうなど、誰かに話すことをお勧めし
ます！

出遅れてしまっても諦めず続けることで自己分
析も深まり、面接でもうまく話せるようになって
いきます。
うまくいかない時期が続くと嫌になってしまうと
思いますが、諦めないことが一番大切です。 

就活は自分との勝負なので、周りと比べるので
はなく、自分の価値観を大切に進めるとうまくい
くと思います！

就職活動は自分を見つめる良い機会だと思いま
す。周囲の状況や溢れる情報とは適切な距離を
保ち、自身の価値観に沿った就職活動の形を見
つけ出すことができれば、きっとあなたが満足
できる結果に辿り着くことができます。とにかく
自分を大切に。頑張って下さい！

会社選びは、他者との競争ではなく、マッチング
であると思いました。思うようにいかなかったと
ころは、私には合っていなかったのだと思います。
お祈りメールを貰っても怯まずに、どこか自分に
合うところを探し続けてください。 

就職活動は勝ち負けではなく自身に合った企業
を見つけられるかどうかが全てだと思います。業
界・業種を絞りすぎず、なんとなく惹かれた企業に
エントリーしてみると意外な出会いがあったりす
るので、視野を広くもつことが大切だと思います。

自己分析は終わりがないので、自己分析だけに
時間を使いすぎないこと。自己分析が多少不十
分でも1度面接を受けてみて、自身の自己分析
でどの部分が足りていないかを再確認すること
も重要だと思う。

コロナ禍の影響もあってか、実際にインターン
参加者専用の選考ルートなどもあり、就職活動
の早期化が進んでいることを強く実感しました。
大学の勉強を第一にすることはもちろんだと思
いますが、就職活動にも早めに取り組むことで、
より多くの選択肢を得られると思いました。

志望度が高い会社のインターンシップは必ず応
募しましょう。早期選考が当たり前になってきて
いますが、早期選考の資格を得るにはインター
ンシップへの参加が重要です。早期選考で採用
枠が埋まってしまう会社もたくさんあります。早
めの行動が大事です。
インターンシップはもちろん、インターンシップ
以外でも、自分が行く可能性がある会社周辺を
探検しに行くのもいいかもしれません。勤務地を
重視する人も、しない人も実際に行ってみると、
感覚的に得るもの（モチベーション、もうちょっと
都会・田舎の方がいい、休日何ができそうか？な
ど）があると思います。 

今後開催する
主な支援プログラム

個別相談について
（対面・WEB・電話）

こちらに掲載していないプログラムもあります。
詳細は、キャリアセンターホームページ、
キャリア支援システム「e-career」、
キャリアセンター掲示板を随時確認してください。

キャリアセンターでは、経験豊かなキャリアアドバイザーやキャリアセンタースタッフが、
進路や就職活動に関する悩みや疑問等の相談に対応します。
相談方法は、対面・WEB・電話から選択できます。相談を希望の場合は、「e-career」から予約してください。

今 年 度 就 職 活 動 をした 先 輩 から のメッセ ー ジ
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（「2022年度 就職活動に関するアンケート」から）

現３年次生・大学院１年次生向けの
就職支援について

現４年次生・
大学院２年次生の状況について

プログラム名

就職ガイダンス 9月、12月

2022年10月～2023年7月(毎月複数回開催)エントリーシートワークショップ

2022年10月～2023年7月(毎月複数回開催)面接ワークショップ

10月～11月
2022年10月～2023年7月(毎月複数回開催)グループディスカッションワークショップ

業界・企業パネルディスカッション

2023年2月9日～22日
※2023年6月以降も開催予定学内企業説明会

12月

10月～12月内定者座談会

公務員・公立学校教員業務説明会

開催時期

理工学部

理工学研究科

法学部

法学部

文学部

文化情報学部

生命医科学部

法学部

生命医科学研究科

政策学部

心理学部

心理学部

商学部

商学部

社会学部

スポーツ健康科学部

グローバル地域文化学部

グローバル地域文化学部

※動画配信を行っていないセミナーもあります。

    ３年次生・大学院
   １年次生向け特設ページ

    過去に開催した
   セミナー・ガイダンスの
    動画配信画面

「e-career」
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卒採用時に期待する資質の１位は、「主体性」で
す。２位以下には、「チームワーク・リーダーシップ・
協調性」、「実行力」が続きます。企業が新卒の学
生に求める力は、「自ら主体的に行動し、周囲を巻
き込みながら、実行する力」と集約できるでしょう。
　コロナ禍で定着したオンラインによるコミュニ
ケーションは、直接対面で話すのとは異なる難しさ
があります。これまで以上に相手の意見を傾聴し、
そのうえで自分の意見を伝えることが重要です。今
年も多くの企業でＷＥＢ面接が実施されましたが、
通信が途中で途切れてしまう、音声が聞きづらい、
カメラが機能しない等、様 な々問題が起こりました。
面接の緊張感が加わって、パニックになった学生も
いました。トラブルに柔軟に対応できるよう、事前に
PC操作に習熟しておく等の準備をしてください。
　また、コロナ禍でリモートワークが増え、職場で仕
事をしている時よりも仕事の全体像が見えにくい
状態にあります。指示を待つだけの受動的な姿勢
では、業務に支障が生じることがあります。これから
の社会人は、これまで以上に主体的に課題を発見
して、対策を考え、解決に向け挑戦し、業務を遂行
する力が求められます。

　採用選考の過程では、学生時代に力を注いだエ
ピソードを通じて、皆さんがどのような状況でどのよ
うに考え、どのように行動したのかが問われます。し
かし、コロナ禍の影響で、サークル活動、ボランティ
アやアルバイトが大きく制限されるなか、何をどのよ
うに伝えるのかが難しくなっています。
　大切なのは、何らかの目標を達成したという結果
ではありません。目標を達成するまでにどのような
努力をしたのかというプロセスを具体的かつ明確に
伝えることが重要です。プロセスの中に、皆さんの
強み、人間性、価値観、能力等が表れるからです。
　「早めの準備と幅広い視点を持つ」、「あきらめ
ず粘り強く取り組む」、「自分で考えて決める」の３
点を意識しながら、自分を信じて前向きに就職活
動に取り組んでください。

　来年度の就職を目指す皆さんが気になるのは、
数年続くコロナ禍やインフレ、円安等が自分たちの
就職活動にどう影響するのかだと思います。この
点については、悲観しすぎる必要はありません。日
本国内では労働人口が減少し続けていることか
ら、採用に熱心な企業が多くあります。また、コロナ
禍等で業績が悪化する企業がある一方で、業績を
伸ばしている業界・企業もあります。
　大切なことは、「早めの準備と幅広い視点を持
つ」、「あきらめず粘り強く取り組む」、「自分で考え
て決める」の３点です。
　キャリアセンターでは、様々な就職支援プログラ
ムや個別相談で皆さんの就職活動をサポートして
います。就職活動は情報戦です。キャリアセンター
を積極的に活用しましょう。

　ここからは、本学の現４年次生・大学院２年次生
の就職活動の状況と、キャリアセンターが実施する
現３年次生・大学院１年次生向けの就職活動支援
について説明します。

　現４年次生・大学院２年次生である２０２３年４月
採用の就職活動は、前年と同様に、企業の採用活
動のうち、広報活動が「３年次生の３月」から、選考
活動が「４年次生の６月」から開始のスケジュール
となりましたが、この日程によらない企業も多数あ
り、採用活動は全体として早期化しました。また、こ
れまで新型コロナウイルスの影響のため採用を中
止・縮小した業界・企業が、採用を再開・拡大に乗
り出す等の変化も一部に見られました。コロナ禍３
年目の採用活動となりましたが、多くの企業では引
き続き、インターンシップや説明会、面接等でオン
ラインツールを活用し、採用活動を実施しました。
　キャリアセンターでも、このような就職活動の動
きに対応するため、昨年３、４月のキャリアガイダン
スを皮切りに、新規を含む様々な支援プログラムを
開催しました。就職ガイダンスや基本セミナー、個
別相談等はWEBでも開催し、実家や遠方にいる
学生も参加できるようにしました。
　また、業界・企業理解を深めるために、２０２２年２
月から３月に、延べ約６００社が参加するWEBの学
内企業説明会を開催しました。説明会の内容はオ
ンデマンドでも配信し、説明会には約２００名の
OB・OGが参加、後輩へのアドバイス等をいただ
きました。
　就職活動中の学生を支援するため、今年の６月
以降学内で選考会を実施するWEB企業採用選
考会を定期的に開催し、採用継続中の企業の求

来年度就職を目指す皆さんへ
納得のいく就職に向けて

就職を取り巻く状況と
キャリアセンターの支援について

最後に

面接は双方向の会話のキャッチボールです。そ
れを円滑に自然に行うことが合格の秘訣であ
ると考えています。また、キャリアセンターでは
個別相談やOB訪問など多くの支援をして頂き
ました。そのおかげで、第一志望から内々定を
頂けたので、積極的に活用することをオススメ
します。

自己分析はしっかりと行うべきだと感じました。
いろんなイベントに足を運んだり、参加したり、
ネットで調べたりすることで、思いがけないとこ
ろに自分に合った企業が見つかることもあるの
で、最初はいろんな企業を見たほうがいいと思
います。

真摯に選考を受けた方がいいです。相手は経験
豊富な大人なので、会社にあわせて嘘をついて
もバレます。

志望度の高い企業ではOB・OG訪問をすべき
であると思います。業務内容を深く知り、それを
うまく面接で伝えることが内定への近道である
と感じます。

クラブ活動やゼミ活動など目の前のことに全力
で取り組んでいたら、面接で話すことがたくさん
できるので行きたいところに行けると思います！！
周りに流されず、自分らしく頑張ってください。 

先輩や大人の力をたくさん借りてください！わか
らないことはとことん聞いて、ES添削や面接練
習にもとことん付き合ってもらってください！

就職することを目的とするのではなく、就職先で
何を実現したいかということを考えて就職活動
をすすめると、自分の納得いく活動になるので
はないかと思います。 

企業名に拘らず、自分が一番何を大切にしたい
のか(仕事内容なのか、勤務地なのか、お給料な
のかなど)を明確にして、企業を選ぶといいと思
います。

１社でもいいから選考のあるインターンシップ
に参加してほしい。合否は重要でなく、早いうち
にESを書き、面接を受け、SPIを勉強したほうが、
楽だからである。
学内説明会に積極的に参加してほしい。同志社大
学の学生を採用したいと思って参加している企業
なので、これを中心に就職活動をするのもあり。
ESは、キャリアセンターなど、信頼できる社会人
の方にアドバイスをもらうこと。
面接ではうまく話そうとするのではなく、面接官
の反応を見て、質問に誠実に答えること。

迷ったらキャリアセンターの個別相談を利用
させてもらうなど、誰かに話すことをお勧めし
ます！

出遅れてしまっても諦めず続けることで自己分
析も深まり、面接でもうまく話せるようになって
いきます。
うまくいかない時期が続くと嫌になってしまうと
思いますが、諦めないことが一番大切です。 

就活は自分との勝負なので、周りと比べるので
はなく、自分の価値観を大切に進めるとうまくい
くと思います！

就職活動は自分を見つめる良い機会だと思いま
す。周囲の状況や溢れる情報とは適切な距離を
保ち、自身の価値観に沿った就職活動の形を見
つけ出すことができれば、きっとあなたが満足
できる結果に辿り着くことができます。とにかく
自分を大切に。頑張って下さい！

会社選びは、他者との競争ではなく、マッチング
であると思いました。思うようにいかなかったと
ころは、私には合っていなかったのだと思います。
お祈りメールを貰っても怯まずに、どこか自分に
合うところを探し続けてください。 

就職活動は勝ち負けではなく自身に合った企業
を見つけられるかどうかが全てだと思います。業
界・業種を絞りすぎず、なんとなく惹かれた企業に
エントリーしてみると意外な出会いがあったりす
るので、視野を広くもつことが大切だと思います。

自己分析は終わりがないので、自己分析だけに
時間を使いすぎないこと。自己分析が多少不十
分でも1度面接を受けてみて、自身の自己分析
でどの部分が足りていないかを再確認すること
も重要だと思う。

コロナ禍の影響もあってか、実際にインターン
参加者専用の選考ルートなどもあり、就職活動
の早期化が進んでいることを強く実感しました。
大学の勉強を第一にすることはもちろんだと思
いますが、就職活動にも早めに取り組むことで、
より多くの選択肢を得られると思いました。

志望度が高い会社のインターンシップは必ず応
募しましょう。早期選考が当たり前になってきて
いますが、早期選考の資格を得るにはインター
ンシップへの参加が重要です。早期選考で採用
枠が埋まってしまう会社もたくさんあります。早
めの行動が大事です。
インターンシップはもちろん、インターンシップ
以外でも、自分が行く可能性がある会社周辺を
探検しに行くのもいいかもしれません。勤務地を
重視する人も、しない人も実際に行ってみると、
感覚的に得るもの（モチベーション、もうちょっと
都会・田舎の方がいい、休日何ができそうか？な
ど）があると思います。 

今後開催する
主な支援プログラム

個別相談について
（対面・WEB・電話）

こちらに掲載していないプログラムもあります。
詳細は、キャリアセンターホームページ、
キャリア支援システム「e-career」、
キャリアセンター掲示板を随時確認してください。

キャリアセンターでは、経験豊かなキャリアアドバイザーやキャリアセンタースタッフが、
進路や就職活動に関する悩みや疑問等の相談に対応します。
相談方法は、対面・WEB・電話から選択できます。相談を希望の場合は、「e-career」から予約してください。

今 年 度 就 職 活 動 をした 先 輩 から のメッセ ー ジ

INFORMATION 1
2022

November

（「2022年度 就職活動に関するアンケート」から）

現３年次生・大学院１年次生向けの
就職支援について

現４年次生・
大学院２年次生の状況について

プログラム名

就職ガイダンス 9月、12月

2022年10月～2023年7月(毎月複数回開催)エントリーシートワークショップ

2022年10月～2023年7月(毎月複数回開催)面接ワークショップ

10月～11月
2022年10月～2023年7月(毎月複数回開催)グループディスカッションワークショップ

業界・企業パネルディスカッション

2023年2月9日～22日
※2023年6月以降も開催予定学内企業説明会

12月

10月～12月内定者座談会

公務員・公立学校教員業務説明会

開催時期

理工学部

理工学研究科

法学部

法学部

文学部

文化情報学部

生命医科学部

法学部

生命医科学研究科

政策学部

心理学部

心理学部

商学部

商学部

社会学部

スポーツ健康科学部

グローバル地域文化学部

グローバル地域文化学部

※動画配信を行っていないセミナーもあります。

    ３年次生・大学院
   １年次生向け特設ページ

    過去に開催した
   セミナー・ガイダンスの
    動画配信画面

「e-career」
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クリスマス・イルミネーション点灯式

Doshisha News

新たなＩＣＴ学習環境へ

　アドベントを前に各地でクリスマス・イルミ
ネーションが灯り始めるころ、同志社大学でも
点灯式を催しています。
　京都の冬の風物詩として広く親しまれてい
る今出川校地の点灯式では、西門を入って北
側に広がる、彰栄館・同志社礼拝堂・良心館
に囲まれたサンクタスコートのヒマラヤスギに

同志社校友会 Doshisha Alumni Associationは、同志社設立
10年後の1885年に「アルムニ会」として発足したのが、始まり
です。その目的は、卒業生の親睦と大学との連携を通じて学生を
サポートすることです。現在、約36万人の会員となり、国内はもと
より、各国にも支部があります。

　2020年春から新型コロナウイルス感染症が全世界で猛威を振るい、大学では20年3月
の卒業式、4月の入学式を中止し、20年春学期は感染拡大防止のため、学生のキャンパス
の立ち入りができず、希望を胸に入学した学生は、思い描いた学生生活が送れなくなり
ました。また、アルバイトの機会を失うなど生活面の困窮という事態になり、校友会としては、
それらの学生を救済すべく、同志社大学と連携して20年5月から6月にかけて商店街や
スーパーで利用できる食生活応援クーポンを配布したところ、延べ7,000名以上の下宿生
が利用し、一人暮らしの食生活サポートを行うことができました。
　その後も、20年12月に「同志社校友会ランチプロジェクト」を立ち上げ、21年7月、12月、
22年7月と継続的に食生活の支援を行いました。学内の食堂において、200円の補助をする
ことで、学生の経済的な負担を軽減するとともに、安定した食生活が送れるようにしています。
　22年7月の実績としては、累積で約13万人、2,600万円の支援を行いました。ランチ
プロジェクトを利用した学生へのアンケートでは、感謝の声に加えて、「私も将来就職して、
このように後輩たちをぜひ支援したいと強く感じました」という声も寄せられ、支援の有益性
を全国の校友と共有させていただきました。初期の頃の経済困窮度は軽減しているものの、
支援の必要性は変わりなく続いていることから、今後も、様々な学生への支援を継続し、
充実した学生生活を送ってもらえるよう対応してまいります。

約16,000個のLED電球が灯ります。
　京田辺校地では、3代目となる2019年
に植えられたヒマラヤスギに約6,300個の
LED電球が灯ります。正門を入ってすぐの
同志社ローム記念館前にあるため学外か
らも望むことができ、キャンパスのシンボル
となっています。

本学では、With・Afterコロナを見据え、情報対応能力を駆使
して、グローバルに活躍し、社会に貢献できる人物を輩出できる
よう、両校地のICT（情報通信技術）学習環境を一新しました。

2021年の様子

今出川校地

11月21日（月） 17：15～（予定）
西門北側サンクタスコート ヒマラヤスギ周辺

11月22日（火） 16：45～（予定）
同志社ローム記念館前

京田辺校地

※なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、変更に
　なる場合があります。ご了承ください。

ぜひ、アプリをスマートフォンに
ダウンロードしてご利用ください。

■ 主な変更点
情報教室PC・PCコーナー

よりハイスペックなPCを採用

貸出ノートPC

カメラ/マイク搭載PCの採用 （ネット配信授業対応）

無線LAN

利用可能範囲拡大、最新規格（Wi-Fi6、WPA3）への対応、多人数
同時接続時の安定性強化

動画収録配信システム

教職員が授業等のコンテンツの収録・編集・配信をシームレス、
かつ、容易に行えるシステムを導入

利用者認証

従来のユーザID・パスワードに加え、イメージングマトリクスや
スマートフォンへのプッシュ通知を併用した、より強固な利用者
認証（多要素認証〈Multi-Factor Authentication〉）を導入

同志社大学ポータル・同志社大学公式アプリ（新規）

学生や教職員へのお知らせを集約して通知、スマートフォンにプッ
シュ通知する機能あり

同志社校友会

今出川情報教室 京田辺 PC コーナー

多要素認証

TOPIC

同志社校友会 活動の概要

INFORMATION

2022 November

2
Doshisha Alumni Association

2 大学とつながる 3 学生を支える
2022年8月現在、国内に48の支部、海外に36
の支部が存在し、本部と連携しながら活動を行っ
ています。「地元へ転職をしたい」、「転勤になって
慣れない土地で生活するのが不安」、「海外での
勤務は家族も心配している」など、社会に出てか
ら課題を抱える卒業生に対して、現地の校友が
サポートをしています。

同志社大学と連携した学生へのサポート活動を
行っています。同志社大学が掲げる「VISION
2025」の推進を目的とした「リーダー育成事業
支援」、「グローバル人材育成」への支援やその
財源となる「同志社大学2025 ALL DOSHISHA募
金」の活動支援。同志社ローム記念館プロジェクト
等の「京田辺キャンパス
活性化支援」。同志社
フェアなどのイベントを通
じた大学のプレゼンス向
上のための「同志社ゆか
りの地連携支援」など。

「同志社校友会奨学金」、「同志社スポーツ奨学
金」、海外留学生支援として「グローバル人材育
成奨学金」など各種給付型の奨学金制度を通じ
て教育と学生生活の充実がはかれるサポートを
行っています。

学生アンケート▶ ▲同志社校友会ランチプロジェクト

1 卒業生とつながる

同志社校友会本部事務局

TEL ： 075-251-4393　
E-mail ： info00@doshisha-alumni.org

利用に関するお問い合わせは
ITサポートオフィスまで。

https://www.doshisha-alumni.gr.
jp/shibu/shibu01.html

ホームページに連絡先を
掲載しています。

同志社校友会
会長 松岡 敬

利用方法を動画で
ご覧いただけます

App Store Google Play

同志社大学ポータル
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Doshisha News

新たなＩＣＴ学習環境へ

　アドベントを前に各地でクリスマス・イルミ
ネーションが灯り始めるころ、同志社大学でも
点灯式を催しています。
　京都の冬の風物詩として広く親しまれてい
る今出川校地の点灯式では、西門を入って北
側に広がる、彰栄館・同志社礼拝堂・良心館
に囲まれたサンクタスコートのヒマラヤスギに

同志社校友会 Doshisha Alumni Associationは、同志社設立
10年後の1885年に「アルムニ会」として発足したのが、始まり
です。その目的は、卒業生の親睦と大学との連携を通じて学生を
サポートすることです。現在、約36万人の会員となり、国内はもと
より、各国にも支部があります。

　2020年春から新型コロナウイルス感染症が全世界で猛威を振るい、大学では20年3月
の卒業式、4月の入学式を中止し、20年春学期は感染拡大防止のため、学生のキャンパス
の立ち入りができず、希望を胸に入学した学生は、思い描いた学生生活が送れなくなり
ました。また、アルバイトの機会を失うなど生活面の困窮という事態になり、校友会としては、
それらの学生を救済すべく、同志社大学と連携して20年5月から6月にかけて商店街や
スーパーで利用できる食生活応援クーポンを配布したところ、延べ7,000名以上の下宿生
が利用し、一人暮らしの食生活サポートを行うことができました。
　その後も、20年12月に「同志社校友会ランチプロジェクト」を立ち上げ、21年7月、12月、
22年7月と継続的に食生活の支援を行いました。学内の食堂において、200円の補助をする
ことで、学生の経済的な負担を軽減するとともに、安定した食生活が送れるようにしています。
　22年7月の実績としては、累積で約13万人、2,600万円の支援を行いました。ランチ
プロジェクトを利用した学生へのアンケートでは、感謝の声に加えて、「私も将来就職して、
このように後輩たちをぜひ支援したいと強く感じました」という声も寄せられ、支援の有益性
を全国の校友と共有させていただきました。初期の頃の経済困窮度は軽減しているものの、
支援の必要性は変わりなく続いていることから、今後も、様々な学生への支援を継続し、
充実した学生生活を送ってもらえるよう対応してまいります。

約16,000個のLED電球が灯ります。
　京田辺校地では、3代目となる2019年
に植えられたヒマラヤスギに約6,300個の
LED電球が灯ります。正門を入ってすぐの
同志社ローム記念館前にあるため学外か
らも望むことができ、キャンパスのシンボル
となっています。

本学では、With・Afterコロナを見据え、情報対応能力を駆使
して、グローバルに活躍し、社会に貢献できる人物を輩出できる
よう、両校地のICT（情報通信技術）学習環境を一新しました。

2021年の様子

今出川校地

11月21日（月） 17：15～（予定）
西門北側サンクタスコート ヒマラヤスギ周辺

11月22日（火） 16：45～（予定）
同志社ローム記念館前

京田辺校地

※なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、変更に
　なる場合があります。ご了承ください。

ぜひ、アプリをスマートフォンに
ダウンロードしてご利用ください。

■ 主な変更点
情報教室PC・PCコーナー

よりハイスペックなPCを採用

貸出ノートPC

カメラ/マイク搭載PCの採用 （ネット配信授業対応）

無線LAN

利用可能範囲拡大、最新規格（Wi-Fi6、WPA3）への対応、多人数
同時接続時の安定性強化

動画収録配信システム

教職員が授業等のコンテンツの収録・編集・配信をシームレス、
かつ、容易に行えるシステムを導入

利用者認証

従来のユーザID・パスワードに加え、イメージングマトリクスや
スマートフォンへのプッシュ通知を併用した、より強固な利用者
認証（多要素認証〈Multi-Factor Authentication〉）を導入

同志社大学ポータル・同志社大学公式アプリ（新規）

学生や教職員へのお知らせを集約して通知、スマートフォンにプッ
シュ通知する機能あり

同志社校友会

今出川情報教室 京田辺 PC コーナー

多要素認証

TOPIC

同志社校友会 活動の概要

INFORMATION

2022 November

2
Doshisha Alumni Association

2 大学とつながる 3 学生を支える
2022年8月現在、国内に48の支部、海外に36
の支部が存在し、本部と連携しながら活動を行っ
ています。「地元へ転職をしたい」、「転勤になって
慣れない土地で生活するのが不安」、「海外での
勤務は家族も心配している」など、社会に出てか
ら課題を抱える卒業生に対して、現地の校友が
サポートをしています。

同志社大学と連携した学生へのサポート活動を
行っています。同志社大学が掲げる「VISION
2025」の推進を目的とした「リーダー育成事業
支援」、「グローバル人材育成」への支援やその
財源となる「同志社大学2025 ALL DOSHISHA募
金」の活動支援。同志社ローム記念館プロジェクト
等の「京田辺キャンパス
活性化支援」。同志社
フェアなどのイベントを通
じた大学のプレゼンス向
上のための「同志社ゆか
りの地連携支援」など。

「同志社校友会奨学金」、「同志社スポーツ奨学
金」、海外留学生支援として「グローバル人材育
成奨学金」など各種給付型の奨学金制度を通じ
て教育と学生生活の充実がはかれるサポートを
行っています。

学生アンケート▶ ▲同志社校友会ランチプロジェクト

1 卒業生とつながる

同志社校友会本部事務局

TEL ： 075-251-4393　
E-mail ： info00@doshisha-alumni.org

利用に関するお問い合わせは
ITサポートオフィスまで。

https://www.doshisha-alumni.gr.
jp/shibu/shibu01.html

ホームページに連絡先を
掲載しています。

同志社校友会
会長 松岡 敬

利用方法を動画で
ご覧いただけます

App Store Google Play

同志社大学ポータル

17 ｜同志社大学通信 One Purpose 16



Seminars
learning objects of ［ ゼミで学ぶ 魅力を語る ］

幅広い領域の専攻から数多くのゼミがある本学。 

それぞれ、どんなことを学んでいるのか。 

ゼミ教員が、個性豊かなゼミの魅力を語ります。 

非
行
・
犯
罪
行
動
の
理
解
と

回
復
の
支
援
を
切
り
口
に

他
人
を
知
り
、自
分
を
知
る

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、非
行
・
犯
罪
行
動

を
し
た
人
の
理
解
と
支
援
を
中
心
に
、

他
者
へ
の
暴
力
や
依
存
症
行
動
、被
害

と
加
害
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
ま
す
。3
年
次
秋
学
期
に

始
ま
る
プ
レ
演
習
で
は
、非
行
・
犯
罪
に

関
す
る
数
冊
の
本
を
読
ん
で
議
論
し
た

り
、時
に
当
事
者
を
お
招
き
し
て
犯
罪

行
動
に
つ
い
て
知
っ
た
り
す
る
機
会
を

作
り
、感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を

ゼ
ミ
生
同
士
で
分
か
ち
合
い
ま
す
。4

年
次
か
ら
は
、ゼ
ミ
生
が
興
味
を
持
っ

た
関
連
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

卒
業
論
文
で
研
究
し
て
い
き
ま
す
。加

害
や
被
害
を
対
岸
で
起
き
る「
物
語
」

で
は
な
く
身
近
な
も
の
と
し
て
捉
え
、

自
ら
が
ど
う
他
者
と
関
わ
る
の
か
、世

の
中
で
起
き
る
暴
力
と
ど
う
向
き
合
う

の
か
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
重
視
し

て
い
ま
す
。

心理学部
准教授

Mayumi Mori

毛利 真弓 ゼミ
もうり　　   まゆみ

情
報
伝
送
の
理
論
限
界
を
追
求
し
、

問
題
解
決
能
力
を
身
に
付
け
る

　情
報
伝
送
技
術
は
、携
帯
電
話
シ
ス
テ
ム
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、人
と

人
を
つ
な
ぐ
の
に
欠
か
せ
な
い
技
術
で
あ
り
、情

報
化
社
会
を
発
展
さ
せ
る
原
動
力
と
な
って
い

ま
す
。近
年
は
、人
と
人
だ
け
で
な
く
、モ
ノ
と
モ

ノ
を
つ
な
ぐ
技
術
、い
わ
ゆ
る
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト（
I
o
T
）を
実
現
す
る
た
め
、情
報
伝

送
技
術
の
更
な
る
革
新
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　情
報
伝
送
技
術
の
理
論
基
礎
と
し
て
、シ
ャ

ノ
ン
の
情
報
理
論
が
あ
り
ま
す
。情
報
の
伝
送

問
題
を「
数
理
モ
デ
ル
」に
置
き
換
え
、あ
る
評

価
基
準
の
も
と
で
情
報
伝
送
の「
理
論
的
限

界
」を
導
出
し
ま
す
。次
に
理
論
限
界
を
達
成

す
る「
具
体
的
な
方
法
」を
考
案
し
、そ
の
有
効

性
を
理
論
解
析
や
計
算
機
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
に

よ
り
明
ら
か
に
し
ま
す
。こ
の
シ
ャ
ノ
ン
の
考
え

方
を
、エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
に
例
え
る
と
、「
理
論
限

界
」は
世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
の
山
頂
位
置
で

あ
り
、「
具
体
的
な
方
法
」は
山
頂
に
向
か
う
登

山
道
で
す
。山
頂
位
置
を
明
確
に
し
た
上
で
、山

頂
に
到
達
す
る
様
々
な
登
山
道
を
探
し
ま
す
。

　我
々
情
報
数
理
工
学
研
究
室
で
は
、シ
ャ
ノ

ン
の
情
報
理
論
に
基
づ
き
、 

I
o
T
の
実
現
に

向
け
て
、革
新
的
な
情
報
伝
送
技
術
の
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。流
行
の
技
術
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

　私
は
重
ね
合
わ
せ
符
号
を
新
た
に
提
案
す

る
こ
と
で
、短
い
メッ
セ
ー
ジ
を
効
率
的
に
伝
送

す
る
I
o
T
に
お
け
る
難
問
を
解
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。理
論
限
界
に
近
づ
く
こ
と
に

よ
り
提
案
符
号
の
性
能
を
確
か
め
て
い
ま
す
。

　教
授
や
先
輩
の
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制

で
、問
題
解
決
方
法
を
自
ら
提
案
で
き
る
よ
う

に
な
り
、技
術
者
に
な
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
研
究
室
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

理工学部
教授

Jun Cheng

ゼ
ミ
生
の
声（
中
西 

日
向
子
さ
ん
）

ゼ
ミ
生
の
声（
高
野 

夏
子
さ
ん
）

ゼ
ミ
生
の
声（
宇
城 

の
ぞ
み
さ
ん
）

程 俊 ゼミ
てい しゅん

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
対
話
と

気
づ
き
を
出
発
点
に
し
て
、

課
題
を
わ
か
ち
あ
い
な
が
ら
、

問
い
に
向
き
合
う

　ゼ
ミ
運
営
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。

私
は
、人
が
移
動
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
な

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
の

か
、宗
教
、民
族
間
の
関
係
性
や
国
境
を

超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。タ
イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国

境
、そ
の
周
辺
の
中
国
や
台
湾
な
ど
に
足

を
運
ん
で
、人
間
関
係
を
紡
い
で
い
く
、文

化
人
類
学
的
な
手
法
を
活
用
し
て
き
ま

し
た
。一
歩
足
を
踏
み
出
し
て
、人
と
人
と

の
関
わ
り
か
ら
地
域
や
文
化
を
み
て
い
く

視
座
が
も
た
ら
す
も
の
は
、論
文
を
書
く

と
い
っ
た
成
果
を
大
き
く
上
回
り
、人
生

に
光
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。足
元
の
日
本

に
も
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
学
び
の
場
を

広
げ
、学
生
と
課
題
を
見
つ
け
出
し
、現

場
の
人
々
と
わ
か
ち
あ
い
つ
つ
、対
話
を
重

ね
て
発
信
す
る
方
法
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
思
い
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
す
ま
す

強
ま
り
ま
し
た
。情
報
の
収
集
や
検
索
で

は
な
く
、顔
の
見
え
る
関
係
性
づ
く
り
の

な
か
で「
問
い―

問
わ
れ
る
」学
術
的
な

営
み
を
通
し
て
、ゼ
ミ
生
個
々
人
の
気
づ

き
に
も
と
づ
い
た
知
的
好
奇
心
の
広
が
り

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

グローバル地域文化学部
准教授

Liulan Wang-Kanda

王 柳蘭 ゼミ
おう　  りゅうらん

と
な
く
、テ
キ
ス
ト
や
論
文
の
輪
講
を
通
し
て
情

報
伝
送
の
理
論
基
礎
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け

ま
す
。そ
の
上
で
、I
o
T
に
必
要
な
最
先
端
の

情
報
伝
送
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。各

問
題
を
モ
デ
ル
化
し
、そ
の
問
題
の
本
質
を
み
き

わ
め
、理
論
限
界
を
数
学
的
に
証
明
し
ま
す
。さ

ら
に
理
論
限
界
に
近
づ
く
方
法
を
考
案
し
、そ

の
成
果
を
世
界
中
の
研
究
者
た
ち
と
競
争
し
ま

す
。ま
た
、理
論
限
界
を
達
成
す
る
方
法
を
現

実
に
作
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、計
算
量
等
を

考
慮
し
実
用
可
能
な
方
法
を
作
って
い
き
ま
す
。 

　当
研
究
室
で
は
、こ
の
よ
う
に
最
先
端
の
研

究
を
進
め
な
が
ら
、問
題
を
自
ら
発
見
し
、そ
の

問
題
の
本
質
を
み
き
わ
め
、論
理
的
思
考
に
よ

り
解
決
す
る
能
力
を
身
に
付
け
る
研
究
者・技

術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」と

「
人
的
資
源
管
理
」

　ゼ
ミ
で
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」と「
人
的

資
源
管
理
」に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま

す
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」と
は
性
別
の
こ
と

で
、性
に
よ
る
役
割
分
担
や
差
別
、ま
た
、

女
性
、男
性
と
い
う
枠
に
入
ら
な
い
性
的

少
数
者（
L
G
B
T
Q
）が
抱
え
る
問
題

な
ど
を
扱
い
ま
す
。「
人
的
資
源
管
理
」

と
は
、企
業
な
ど
の
組
織
に
お
け
る
従
業

員
に
対
す
る
管
理
の
こ
と
で
、ど
の
よ
う

な
制
度
を
つ
く
る
と
働
き
や
す
い
組
織
に

な
る
か
を
考
え
ま
す
。

　研
究
に
必
要
な
能
力
は
、論
理
的
思

考
と
独
創
的
発
想
と
表
現
力
で
す
。こ

れ
ら
の
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、2

年
次
で
は
、デ
ィ
ベ
ー
ト
や
3
分
間
ス

ピ
ー
チ
を
行
う
と
と
も
に
、統
計
解
析
の

基
礎
を
学
習
し
ま
す
。3
年
次
で
は
、3

人
か
ら
5
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
で
研
究

を
行
い
、研
究
発
表
大
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
ま
す
。

ゼ
ミ
生
の
声（
阿
久
津 

千
優
さ
ん
）

　海
外
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、日
本

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
に
つ
い
て
疑
問
を
感

じ
て
お
り
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
的
資
源
管

理
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
川
口
ゼ
ミ
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。最
近
で
は
ニ
ュ
ー
ス

で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
す
が
、統
計
解
析

な
ど
に
よ
る
調
査
を
す
る
こ
と
で
、依
然

と
し
て
日
本
に
は
課
題
が
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

政策学部
教授

Akira Kawaguchi

川口 章 ゼミ
かわぐち　  あきら

　ゼ
ミ
で
は
課
題
図
書
に
つ
い
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
チ
ー
ム
単
位
で
の
卒
業

研
究
の
計
画
を
行
い
ま
す
。学
習
の
中

で
犯
罪
や
非
行
の
事
例
、ま
た
そ
の
当

事
者
の
方
々
に
起
こ
る
こ
と
に
つ
い
て

深
く
考
え
て
い
る
と
つ
ら
い
気
持
ち
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。一
人
で
は
そ
こ

で
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

ゼ
ミ
生
同
士
で
率
直
な
意
見
を
交
流

す
る
時
間
が
あ
る
こ
と
で
、一
人
で
考
え

る
よ
り
も
多
角
的
な
視
点
で
犯
罪
や
非

行
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
ゼ
ミ
活
動
の
魅
力
だ
と
感
じ

ま
す
。ま
た
、そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
疑
問

に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
学
ん
だ
心
理
学
の

知
識
を
用
い
て
研
究
を
計
画
し
探
求
で

き
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
は
、ゼ
ミ
生
が
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
し
、立
て

た
問
い
に
対
し
て
議
論
を
深
め
て
い
ま
す
。

他
の
学
生
や
先
生
の
意
見
を
聞
く
こ
と

で
、自
身
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
新
た
な

発
見
が
で
き
る
こ
と
が
良
い
点
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。ま
た
、有
志
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
と
し
て
鶴
橋
の
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
を
歩
き
な

が
ら
現
地
の
人
の
話
を
聞
き
、在
日
コ
リ
ア

ン
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の

も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。従
来
の
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
る
一
方
、

S
N
S
な
ど
で
す
ぐ
に
世
界
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
、人
と
の
関
係
が
多
様
化
し
て

い
る
現
代
に
お
い
て
、文
化
人
類
学
で
重
要

な「
他
者
の
視
点
に
立
って
多
角
的
に
物
事

を
捉
え
る
こ
と
」を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　自
分
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
対
し
、

い
か
に
自
分
を
適
応
さ
せ
る
か
に
腐
心
す

る
学
生
が
多
い
よ
う
で
す
が
、ゼ
ミ
生
に

は
理
想
の
環
境
を
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う

積
極
性
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ゼミ生による
グループ研究の成果
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Seminars
learning objects of ［ ゼミで学ぶ 魅力を語る ］

幅広い領域の専攻から数多くのゼミがある本学。 

それぞれ、どんなことを学んでいるのか。 

ゼミ教員が、個性豊かなゼミの魅力を語ります。 

非
行
・
犯
罪
行
動
の
理
解
と

回
復
の
支
援
を
切
り
口
に

他
人
を
知
り
、自
分
を
知
る

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、非
行
・
犯
罪
行
動

を
し
た
人
の
理
解
と
支
援
を
中
心
に
、

他
者
へ
の
暴
力
や
依
存
症
行
動
、被
害

と
加
害
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
ま
す
。3
年
次
秋
学
期
に

始
ま
る
プ
レ
演
習
で
は
、非
行
・
犯
罪
に

関
す
る
数
冊
の
本
を
読
ん
で
議
論
し
た

り
、時
に
当
事
者
を
お
招
き
し
て
犯
罪

行
動
に
つ
い
て
知
っ
た
り
す
る
機
会
を

作
り
、感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を

ゼ
ミ
生
同
士
で
分
か
ち
合
い
ま
す
。4

年
次
か
ら
は
、ゼ
ミ
生
が
興
味
を
持
っ

た
関
連
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

卒
業
論
文
で
研
究
し
て
い
き
ま
す
。加

害
や
被
害
を
対
岸
で
起
き
る「
物
語
」

で
は
な
く
身
近
な
も
の
と
し
て
捉
え
、

自
ら
が
ど
う
他
者
と
関
わ
る
の
か
、世

の
中
で
起
き
る
暴
力
と
ど
う
向
き
合
う

の
か
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
重
視
し

て
い
ま
す
。

心理学部
准教授

Mayumi Mori

毛利 真弓 ゼミ
もうり　　   まゆみ

情
報
伝
送
の
理
論
限
界
を
追
求
し
、

問
題
解
決
能
力
を
身
に
付
け
る

　情
報
伝
送
技
術
は
、携
帯
電
話
シ
ス
テ
ム
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、人
と

人
を
つ
な
ぐ
の
に
欠
か
せ
な
い
技
術
で
あ
り
、情

報
化
社
会
を
発
展
さ
せ
る
原
動
力
と
な
って
い

ま
す
。近
年
は
、人
と
人
だ
け
で
な
く
、モ
ノ
と
モ

ノ
を
つ
な
ぐ
技
術
、い
わ
ゆ
る
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト（
I
o
T
）を
実
現
す
る
た
め
、情
報
伝

送
技
術
の
更
な
る
革
新
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　情
報
伝
送
技
術
の
理
論
基
礎
と
し
て
、シ
ャ

ノ
ン
の
情
報
理
論
が
あ
り
ま
す
。情
報
の
伝
送

問
題
を「
数
理
モ
デ
ル
」に
置
き
換
え
、あ
る
評

価
基
準
の
も
と
で
情
報
伝
送
の「
理
論
的
限

界
」を
導
出
し
ま
す
。次
に
理
論
限
界
を
達
成

す
る「
具
体
的
な
方
法
」を
考
案
し
、そ
の
有
効

性
を
理
論
解
析
や
計
算
機
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
に

よ
り
明
ら
か
に
し
ま
す
。こ
の
シ
ャ
ノ
ン
の
考
え

方
を
、エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
に
例
え
る
と
、「
理
論
限

界
」は
世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
の
山
頂
位
置
で

あ
り
、「
具
体
的
な
方
法
」は
山
頂
に
向
か
う
登

山
道
で
す
。山
頂
位
置
を
明
確
に
し
た
上
で
、山

頂
に
到
達
す
る
様
々
な
登
山
道
を
探
し
ま
す
。

　我
々
情
報
数
理
工
学
研
究
室
で
は
、シ
ャ
ノ

ン
の
情
報
理
論
に
基
づ
き
、 

I
o
T
の
実
現
に

向
け
て
、革
新
的
な
情
報
伝
送
技
術
の
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。流
行
の
技
術
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

　私
は
重
ね
合
わ
せ
符
号
を
新
た
に
提
案
す

る
こ
と
で
、短
い
メッ
セ
ー
ジ
を
効
率
的
に
伝
送

す
る
I
o
T
に
お
け
る
難
問
を
解
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。理
論
限
界
に
近
づ
く
こ
と
に

よ
り
提
案
符
号
の
性
能
を
確
か
め
て
い
ま
す
。

　教
授
や
先
輩
の
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制

で
、問
題
解
決
方
法
を
自
ら
提
案
で
き
る
よ
う

に
な
り
、技
術
者
に
な
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
研
究
室
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

理工学部
教授

Jun Cheng

ゼ
ミ
生
の
声（
中
西 

日
向
子
さ
ん
）

ゼ
ミ
生
の
声（
高
野 

夏
子
さ
ん
）

ゼ
ミ
生
の
声（
宇
城 

の
ぞ
み
さ
ん
）

程 俊 ゼミ
てい しゅん

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
対
話
と

気
づ
き
を
出
発
点
に
し
て
、

課
題
を
わ
か
ち
あ
い
な
が
ら
、

問
い
に
向
き
合
う

　ゼ
ミ
運
営
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。

私
は
、人
が
移
動
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
な

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
の

か
、宗
教
、民
族
間
の
関
係
性
や
国
境
を

超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。タ
イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国

境
、そ
の
周
辺
の
中
国
や
台
湾
な
ど
に
足

を
運
ん
で
、人
間
関
係
を
紡
い
で
い
く
、文

化
人
類
学
的
な
手
法
を
活
用
し
て
き
ま

し
た
。一
歩
足
を
踏
み
出
し
て
、人
と
人
と

の
関
わ
り
か
ら
地
域
や
文
化
を
み
て
い
く

視
座
が
も
た
ら
す
も
の
は
、論
文
を
書
く

と
い
っ
た
成
果
を
大
き
く
上
回
り
、人
生

に
光
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。足
元
の
日
本

に
も
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
学
び
の
場
を

広
げ
、学
生
と
課
題
を
見
つ
け
出
し
、現

場
の
人
々
と
わ
か
ち
あ
い
つ
つ
、対
話
を
重

ね
て
発
信
す
る
方
法
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
思
い
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
す
ま
す

強
ま
り
ま
し
た
。情
報
の
収
集
や
検
索
で

は
な
く
、顔
の
見
え
る
関
係
性
づ
く
り
の

な
か
で「
問
い―

問
わ
れ
る
」学
術
的
な

営
み
を
通
し
て
、ゼ
ミ
生
個
々
人
の
気
づ

き
に
も
と
づ
い
た
知
的
好
奇
心
の
広
が
り

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

グローバル地域文化学部
准教授

Liulan Wang-Kanda

王 柳蘭 ゼミ
おう　  りゅうらん

と
な
く
、テ
キ
ス
ト
や
論
文
の
輪
講
を
通
し
て
情

報
伝
送
の
理
論
基
礎
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け

ま
す
。そ
の
上
で
、I
o
T
に
必
要
な
最
先
端
の

情
報
伝
送
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。各

問
題
を
モ
デ
ル
化
し
、そ
の
問
題
の
本
質
を
み
き

わ
め
、理
論
限
界
を
数
学
的
に
証
明
し
ま
す
。さ

ら
に
理
論
限
界
に
近
づ
く
方
法
を
考
案
し
、そ

の
成
果
を
世
界
中
の
研
究
者
た
ち
と
競
争
し
ま

す
。ま
た
、理
論
限
界
を
達
成
す
る
方
法
を
現

実
に
作
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、計
算
量
等
を

考
慮
し
実
用
可
能
な
方
法
を
作
って
い
き
ま
す
。 

　当
研
究
室
で
は
、こ
の
よ
う
に
最
先
端
の
研

究
を
進
め
な
が
ら
、問
題
を
自
ら
発
見
し
、そ
の

問
題
の
本
質
を
み
き
わ
め
、論
理
的
思
考
に
よ

り
解
決
す
る
能
力
を
身
に
付
け
る
研
究
者・技

術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」と

「
人
的
資
源
管
理
」

　ゼ
ミ
で
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」と「
人
的

資
源
管
理
」に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま

す
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」と
は
性
別
の
こ
と

で
、性
に
よ
る
役
割
分
担
や
差
別
、ま
た
、

女
性
、男
性
と
い
う
枠
に
入
ら
な
い
性
的

少
数
者（
L
G
B
T
Q
）が
抱
え
る
問
題

な
ど
を
扱
い
ま
す
。「
人
的
資
源
管
理
」

と
は
、企
業
な
ど
の
組
織
に
お
け
る
従
業

員
に
対
す
る
管
理
の
こ
と
で
、ど
の
よ
う

な
制
度
を
つ
く
る
と
働
き
や
す
い
組
織
に

な
る
か
を
考
え
ま
す
。

　研
究
に
必
要
な
能
力
は
、論
理
的
思

考
と
独
創
的
発
想
と
表
現
力
で
す
。こ

れ
ら
の
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、2

年
次
で
は
、デ
ィ
ベ
ー
ト
や
3
分
間
ス

ピ
ー
チ
を
行
う
と
と
も
に
、統
計
解
析
の

基
礎
を
学
習
し
ま
す
。3
年
次
で
は
、3

人
か
ら
5
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
で
研
究

を
行
い
、研
究
発
表
大
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
ま
す
。

ゼ
ミ
生
の
声（
阿
久
津 

千
優
さ
ん
）

　海
外
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、日
本

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
に
つ
い
て
疑
問
を
感

じ
て
お
り
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
的
資
源
管

理
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
川
口
ゼ
ミ
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。最
近
で
は
ニ
ュ
ー
ス

で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
す
が
、統
計
解
析

な
ど
に
よ
る
調
査
を
す
る
こ
と
で
、依
然

と
し
て
日
本
に
は
課
題
が
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

政策学部
教授

Akira Kawaguchi

川口 章 ゼミ
かわぐち　  あきら

　ゼ
ミ
で
は
課
題
図
書
に
つ
い
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
チ
ー
ム
単
位
で
の
卒
業

研
究
の
計
画
を
行
い
ま
す
。学
習
の
中

で
犯
罪
や
非
行
の
事
例
、ま
た
そ
の
当

事
者
の
方
々
に
起
こ
る
こ
と
に
つ
い
て

深
く
考
え
て
い
る
と
つ
ら
い
気
持
ち
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。一
人
で
は
そ
こ

で
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

ゼ
ミ
生
同
士
で
率
直
な
意
見
を
交
流

す
る
時
間
が
あ
る
こ
と
で
、一
人
で
考
え

る
よ
り
も
多
角
的
な
視
点
で
犯
罪
や
非

行
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
ゼ
ミ
活
動
の
魅
力
だ
と
感
じ

ま
す
。ま
た
、そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
疑
問

に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
学
ん
だ
心
理
学
の

知
識
を
用
い
て
研
究
を
計
画
し
探
求
で

き
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
は
、ゼ
ミ
生
が
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
し
、立
て

た
問
い
に
対
し
て
議
論
を
深
め
て
い
ま
す
。

他
の
学
生
や
先
生
の
意
見
を
聞
く
こ
と

で
、自
身
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
新
た
な

発
見
が
で
き
る
こ
と
が
良
い
点
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。ま
た
、有
志
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
と
し
て
鶴
橋
の
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
を
歩
き
な

が
ら
現
地
の
人
の
話
を
聞
き
、在
日
コ
リ
ア

ン
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の

も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。従
来
の
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
る
一
方
、

S
N
S
な
ど
で
す
ぐ
に
世
界
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
、人
と
の
関
係
が
多
様
化
し
て

い
る
現
代
に
お
い
て
、文
化
人
類
学
で
重
要

な「
他
者
の
視
点
に
立
って
多
角
的
に
物
事

を
捉
え
る
こ
と
」を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　自
分
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
対
し
、

い
か
に
自
分
を
適
応
さ
せ
る
か
に
腐
心
す

る
学
生
が
多
い
よ
う
で
す
が
、ゼ
ミ
生
に

は
理
想
の
環
境
を
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う

積
極
性
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ゼミ生による
グループ研究の成果
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ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
に
ア
ル
バ
イ
ト
、

遊
ぶ
ひ
ま
も
な
かっ
た
学
生
時
代

家
本
　
き
ょ
う
は
何
の
話
か
ら
始
め
ま
す
か
？
恋
愛

の
話
か
ら
と
か
？（
笑
）

岩
岸
　
サ
ッ
カ
ー
の
話
で
お
願
い
し
ま
す（
笑
）。家

本
さ
ん
も
僕
と
同
じ
よ
う
に
、ず
っ
と
プ
ロ
の
選
手
を

目
指
し
て
プ
レ
ー
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
思
う
の
で

す
が
、何
が
き
っ
か
け
で
レ
フ
ェ
リ
ー
に
な
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
？

家
本
　
サ
ッ
カ
ー
は
小
学
生
の
頃
か
ら
プ
レ
ー
し
て

当
時
最
年
少
の
23
歳
で
サ
ッ
カ
ー
の
1
級
審
判
員

の
資
格
を
取
得
し
て
以
来
、国
際
舞
台
や
J
リ
ー
グ

の
試
合
で
笛
を
吹
き
続
け
て
き
た
家
本
政
明
さ
ん

は
、昨
年
12
月
に一線
を
退
き
、新
た
な
人
生
の一歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。困
難
を
乗
り
越
え
る
際
に
心

の
支
え
に
な
っ
た
ご
自
身
の
考
え
方
や
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
、お
聞
き
し
ま
し
た
。

家
本 

政
明
さ
ん
に

元
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
レ
フ
ェ
リ
ー

同
志
社
人

訪

　
　問

Interview 
with

Doshisha 
People

Interview 
with

Doshisha 
People

聞
く

Masaaki Iemoto

い
た
の
で
す
け
れ
ど
、高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
内
臓
の

病
気
の
影
響
で
、吐
血
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。同

志
社
大
学
か
ら
指
定
校
推
薦
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、進
学
し
た
も
の
の
、す
ぐ
に
そ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
量
の
吐
血
が
あ
り
、ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ

が
か
か
っ
た
の
で
す
。プ
レ
ー
は
で
き
な
く
て
も
、何

か
サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

あ
っ
て
、数
あ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、最
初
に
興

味
を
抱
い
た
の
が
レ
フ
ェ
リ
ー
で
し
た
。高
校
時
代

に
、練
習
試
合
で
笛
を
吹
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、お
も

し
ろ
い
な
と
思
っ
た
経
験
が
あ
り
、そ
れ
で
や
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

岩
岸
　
同
志
社
大
学
在
学
中
に
１
級
審
判
員
の
候

補
に
な
ら
れ
、１
９
９
６
年
に
当
時
史
上
最
年
少
で

１
級
審
判
員
の
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。ど
の
よ

う
な
学
生
生
活
を
送
ら
れ
た
の
で
す
か
。

家
本
　
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
の
資
格
を
取
る
た
め
に
、３
、４
年
次
生
の

時
に
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
で
専
門
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
学
生
時
代
は
、同
志
社
で
の
学
業
と
レ
フ
ェ

リ
ー
と
し
て
の
活
動
、専
門
学
校
、学
費
を
稼
ぐ
た

め
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
四
つ
を
掛
け
持
ち
し
、結
構
忙
し

く
て
、遊
ぶ
ひ
ま
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。遊
ぶ
の
は
、い

つ
で
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、そ
れ
は
苦
で
は

な
か
っ
た
で
す
。

岩
岸
　
僕
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
プ
ロ
の
サ
ッ

カ
ー
選
手
を
目
指
し
て
い
て
、今
も
そ
の
目
標
に
向

か
っ
て
い
る
最
中
で
す
。プ
ロ
に
な
る
た
め
に
は
、全

体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
方
が
い
い
の
か
、特
技
に
磨

き
を
か
け
た
方
が
い
い
の
か
、迷
っ
て
い
る
の
で
す

が
、何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
か
？

家
本
　
特
技
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
も
大
事
で
す

が
、何
か
ひ
と
つ
、「
こ
れ
だ
け
」と
い
う
考
え
方
は
危

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。プ
ロ
で
成
功
し
て
い
る
選
手

は
、自
分
の
柱
を
複
数
持
っ
て
い
て
、い
つ
も
何
か
勉

強
し
て
い
る
し
、目
立
た
な
い
な
が
ら
も
常
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。岩
岸
さ
ん
は
、優
秀
な
サ
ッ
カ
ー

選
手
の
条
件
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

岩
岸
　
サ
ッ
カ
ー
に
特
化
し
て
い
て
、技
術
に
優
れ

て
い
る
点
で
す
。そ
れ
と
、人
間
性
で
す
。

家
本
　
そ
う
で
す
よ
ね
。で
は
、岩
岸
さ
ん
は
、人
間

性
に
つ
い
て
、努
力
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

岩
岸
　
小
中
高
大
の
全
部
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
主
将

を
務
め
て
き
た
の
で
、努
力
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、意
識
的
に
周

り
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
は
し
て
い
ま
す
。

家
本
　
岩
岸
さ
ん
が
言
う
通
り
、要
は
、キ
ャ
プ
テ
ン

シ
ー
と
か
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、つ
ま
り
人
間
性
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。サ
ッ
カ
ー
の
ピ
ッ
チ
そ
の
も

の
が
社
会
の
縮
図
で
、社
会
性
の
生
き
物
で
あ
る
人

間
が
す
る
こ
と
な
の
で
、そ
う
し
た
人
間
性
と
か
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
が
必
ず
問
わ
れ
て
き

ま
す
。そ
う
し
た
力
を
備
え
て
い
る
人
が
優
秀
な
選

手
で
、そ
う
い
う
人
は
概
し
て
サ
ッ
カ
ー
か
ら
離
れ
て

も
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。人
間
性
を
中

心
に
複
数
の
軸
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。

見
た
こ
と
の
な
い
美
し
い
風
景
、

「
感
謝
」の
気
持
ち
し
か
な
か
っ
た

引
退
セ
レ
モ
ニ
ー

岩
岸
　
家
本
さ
ん
は
か
つ
て「
日
本一嫌
わ
れ
た
レ
フ
ェ

リ
ー
」と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。逆
風
の
中
、

何
を
軸
に
し
て
そ
れ
に
立
ち
向
か
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

家
本
　
批
判
の
中
に
は
、た
だ
私
に
攻
撃
を
加
え
た

い
だ
け
の
、聞
く
に
値
し
な
い
声
も
あ
り
ま
す
。一方

で
、自
分
に
と
って
ダ
イ
ヤ
の
原
石
の
よ
う
な
大
事
な

意
見
も
あ
り
ま
す
。そ
の
見
極
め
を
大
事
に
し
ま
し

た
。岩
岸
さ
ん
は
、自
分
の
こ
と
は
好
き
で
す
か
？

岩
岸
　
は
い
、好
き
で
す
。

家
本
　
で
は
、自
分
の
こ
と
を
否
定
し
た
い
と
思
い

ま
す
か
？

岩
岸
　
思
い
ま
せ
ん
。

家
本
　
そ
う
で
す
よ
ね
。で
も
、自
分
で
非
を
認
め

て
、問
題
に
き
ち
ん
と
向
き
合
わ
な
い
と
、自
分
を
変

え
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。間
違
っ
て
い
る
自
分

が
い
た
と
し
た
ら
、謙
虚
に
正
し
く
自
分
を
否
定
し

て
、変
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、そ
れ
を
実

践
し
ま
し
た
。一
人
で
は
大
変
な
作
業
で
す
が
、師
匠

や
妻
を
始
め
と
し
た
周
囲
の
人
に
支
え
て
も
ら
え
た

の
は
、と
て
も
あ
り
が
た
く
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

岩
岸
　
昨
年
12
月
４
日
、横
浜
F・マ
リ
ノ
ス
対
川

崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
戦
で
最
後
の
主
審
を
務
め
ら
れ
、

第
一
線
を
退
か
れ
ま
し
た
。試
合
後
の
引
退
セ
レ
モ

ニ
ー
は
レ
フ
ェ
リ
ー
と
し
て
は
異
例
で
、僕
も
動
画
配

信
で
見
て
、と
て
も
感
動
し
た
の
で
す
が
、あ
の
時
は

ど
の
よ
う
な
お
気
持
ち
で
し
た
か
？

家
本
　
10
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ

を
浴
び
た
こ
と
は
何
度
か
あ
る
の
で
す
が（
笑
）、あ

の
時
は
、感
謝
の
気
持
ち
し
か
な
か
っ
た
で
す
ね
。あ

の
よ
う
な
美
し
い
風
景
を
い
ま
ま
で
見
た
こ
と
が
な

く
、サ
ッ
カ
ー
、最
高
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
界
の
発
展
の
た
め
、

非
日
常
的
な
空
間
の
創
出
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い

岩
岸
　
今
後
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く

の
か
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

家
本
　
J
リ
ー
グ
の一員
と
し
て
、サ
ッ
カ
ー
界
の
発

展
の
た
め
、よ
り
た
く
さ
ん
の
人
の
笑
顔
、人
と
人

と
の
つ
な
が
り
、非
日
常
的
な
空
間
の
創
出
に
携

わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。そ
れ
と
は
別
に
、レ
フ
ェ

リ
ー
と
し
て
の
知
見
を
活
か
し
、後
進
の
育
成
に
加

え
、と
か
く
誤
解
さ
れ
が
ち
な
レ
フ
ェ
リ
ー
の
役
割

と
か
サ
ッ
カ
ー
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
発

信
を
個
人
と
し
て
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

岩
岸
　
僕
自
身
、１
年
次
の
時
は
け
が
で
プ
レ
ー
が

で
き
ず
、2
年
次
に
な
っ
て
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、思

う
よ
う
に
練
習
が
で
き
な
く
て
、辛
い
経
験
も
し
た

の
で
す
が
、同
じ
よ
う
に
困
難
に
直
面
す
る
学
生
に

向
け
て
、ご
自
身
の
経
験
に
即
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
願
い
し
ま
す
。

家
本
　
ま
ず
は
、「
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
な
」と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
で
す
。世
界
に
出
る
と
、日
本
の

常
識
が
そ
う
で
な
い
と
い
う
例
が
山
ほ
ど
あ
り
ま

す
。そ
れ
と
、「
視
野
を
広
く
、視
座
を
高
く
」と
い
う

こ
と
で
す
ね
。「
視
野
を
広
く
」と
は
、い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
見
て
、経
験
す
る
こ
と
で
、選
択
肢
を
広
げ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。「
視
座
を
高
く
」と
は
、自
分
の
立

場
よ
り
、上
の
立
場
か
ら
物
事
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

あ
と
大
事
な
の
は
世
界
共
通
言
語
の
英
語
の
習
得
で

す
。こ
の
三
つ
が
あ
れ
ば
、世
界
中
、ど
こ
で
も
自
分

が
好
き
な
と
こ
ろ
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

岩
岸
　
家
本
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、僕
も
サ
ッ

カ
ー
界
の
発
展
に
関
わ
って
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。卒
業
前
の
大
事
な
時
期
に
貴
重
な
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩
岸 

宗
志
さ
ん

商
学
部
商
学
科

4
年
次
生

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
所
属

い
わ
ぎ
し

　   

そ
う
し

家
本 

政
明
さ
ん

｜
1
9
9
6
年 

経
済
学
部 

卒
業
｜

い
え
も
と

　
　ま
さ
あ
き

本
学
教
員
の

執
筆
図
書
紹
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（
価
格
は
税
込
）
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樹脂/フィラー複合材料の
界面制御と評価
大窪和也 小武内清貴 他著
技術情報協会  88,000円

自動車マルチマテリアルに
向けた樹脂複合材料の開発
大窪和也 小武内清貴 他著
技術情報協会  88,000円

ヘムタンパク質の科学
北岸宏亮 他著
エヌ・ティー・エス  27,500円

東アジアにおける
スポーツとメディア
水出幸輝 他編著
創文企画  2,530円

私たちが声を上げるとき
和泉真澄 三牧聖子 他著
集英社  1,100円

国際私法 第3版 
林貴美 他著  有斐閣  3,300円

LEGAL QUEST 憲法Ⅱ
人権 第3版
松本哲治 他著  有斐閣  3,300円

LEGAL QUEST 憲法Ⅰ
総論・統治 第3版
松本哲治 他著  有斐閣  3,080円

日本ボランティア・NPO・
市民活動年表 増補改訂版
岡野八代 菅野優香 他著
明石書店  16,500円

ソーシャルワークの
理論と方法Ⅱ
空閑浩人 他編著 永田祐 他著
ミネルヴァ書房  3,080円

ベンヤミンと実存思想
森田團 他著
実存思想協会  2,200円

鎌倉幕府と室町幕府
山田徹 他著
光文社 946円

ポスト・グローバル化と
政治のゆくえ
野田遊 他著
ナカニシヤ出版 3,630円

- 2023年度 - 
入学式（学部・大学院）

学部・研究科

京田辺校地
デイヴィス
記念館

法学部・法学研究科、 
経済学部・経済学研究科、 
国際教育インスティテュート

神学部・神学研究科、
政策学部・総合政策科学研究科、
理工学部・理工学研究科、 
グローバル地域文化学部、脳科学研究科 

文学部・文学研究科、 
社会学部・社会学研究科、 
文化情報学部・文化情報学研究科、
心理学部・心理学研究科、 
グローバル・スタディーズ研究科
商学部・商学研究科、 
生命医科学部・生命医科学研究科、
スポーツ健康科学部・スポーツ健康科学研究科、
グローバル・コミュニケーション学部、
司法研究科、 ビジネス研究科 

場所日時

9:30

11:30

13:30

15:30

4月1日
（土）

政治家のレトリック
OFER FELDMAN 他著
 勁草書房  3,520円

国語語彙史の研究 四十一
藤井俊博 他著  和泉書院  9,900円

「ヘイト」に抗するアメリカ史
和泉真澄 南川文里 三牧聖子 他著
彩流社  3,080円

国際ソーシャルワークを知る
立木茂雄 MARTHA MENSENDIEK 他著
中央法規出版  2,970円　

労働六法 2022
土田道夫 他著  旬報社  6,050円

会計学の基本 第3版
志賀理 他著  森山書店  2,640円

AI〈人工知能〉のきほん
土屋誠司 著  創元社  2,750円

日本人の承認欲求
太田肇 著  新潮社  836円

生体組織の超音波計測
松川真美 他編著  コロナ社  3,850円

中世神道入門
GAETAN RAPPO 他著
勉誠出版  4,180円

唐宋八大家研究
副島一郎 他著  中国書店  8,800円

ようこそ、心理学部へ
中谷内一也  竹原卓真  石川信一
藤村友美  毛利真弓  畑敏道  大屋藍子
青山謙二郎 著  筑摩書房  902円

「責任ある・使命ある大学」
の将来像を語ろう!
山田礼子 他著  
広島大学高等教育研究開発センター

高等教育研究の課題と
高等教育研究への期待
山田礼子 他著
広島大学高等教育研究開発センター

Ideas and Economy
in Japan
西岡幹雄 著  有斐閣  6,160円

『台湾愛国婦人』研究論集
田中励儀 他著
広島大学出版会  3,740円

昭和五〇年代論
水出幸輝 他著  みずき書林  8,800円

居場所なき革命
吉田徹 著  みすず書房  4,180円

英国若者文学論
川島健 著  小鳥遊書房  3,190円

Language teacher motivation,
autonomy and development
in East Asia
中田賀之 他編著  Springer  

桝太一が聞く 科学の伝え方
桝太一 著  東京化学同人  1,320円

主体的に学ぶ発達と
教育の心理学
山口洋介 他著  
ナカニシヤ出版  2,530円

E・H・カーを読む
三牧聖子 他編著  
ナカニシヤ出版  3,080円

「持たない時代」の
マーケティング
髙橋広行 編 髙橋広行 他著
同文舘出版  2,420円

判例プラクティス民法 Ⅰ 
総則・物権 第2版
上田誠一郎  大中有信  梶山玉香 
佐々木典子  中西正  野々村和喜 他著
信山社出版  4,180円　

デューイの思想形成と
経験の成長過程
新茂之 他著  北樹出版  4,070円

ロシア文学からの旅
中野幸男 他著
ミネルヴァ書房  3,080円

- 2022年度 - 
卒業式・学位授与式（学部・大学院）

学部・研究科 場所日時

法学部・法学研究科

栄光館

京田辺校地
デイヴィス
記念館

文学部・文学研究科

経済学部・経済学研究科

商学部・商学研究科

理工学部・理工学研究科

文化情報学部・文化情報学研究科、
生命医科学部・生命医科学研究科、 
スポーツ健康科学部・スポーツ健康科学研究科、
心理学部・心理学研究科、 
グローバル・コミュニケーション学部、脳科学研究科 

神学部・神学研究科、社会学部・社会学研究科、 
グローバル地域文化学部、国際教育インスティテュート 

政策学部・総合政策科学研究科、
グローバル・スタディーズ研究科、
司法研究科、ビジネス研究科 　

10:00

12:30

12:30

15:00

15:00

10:00

10:00

13:00

3月20日
（月）

3月22日
（水）

3月21日
（火･祝）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点より、上記の内容から変更する可能性があります。最新情報は大学HPをご確認ください。

イギリス湖水地方
アンブルサイドの女神たち
臼井雅美 著  英宝社  3,740円　

ミューズ

人
間
性
を
中
心
に

複
数
の
軸
を
持
つ
こ
と
が
大
事

岩
岸
　
１
級
審
判
員
の
資
格
取
得
に
し
ろ
、ダ
ブ
ル

ス
ク
ー
ル
に
し
ろ
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

の
に
、躊
躇
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

家
本
　
変
化
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
な
価
値
観
を

持
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、受
け
止
め
方
が
違
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。私
は
変
化
に
対
し
て
、す
ご
く
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
を
持
っ
て
い
て
、常
に
変
わ
り
続

け
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。歴
史
上
、何
か
を

成
し
遂
げ
た
人
の
多
く
は
、変
化
を
恐
れ
な
か
っ
た

人
で
す
。リ
ス
ク
は
あ
る
に
し
ろ
、得
る
も
の
も
多
い

と
思
う
の
で
、躊
躇
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
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ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
に
ア
ル
バ
イ
ト
、

遊
ぶ
ひ
ま
も
な
かっ
た
学
生
時
代

家
本
　
き
ょ
う
は
何
の
話
か
ら
始
め
ま
す
か
？
恋
愛

の
話
か
ら
と
か
？（
笑
）

岩
岸
　
サ
ッ
カ
ー
の
話
で
お
願
い
し
ま
す（
笑
）。家

本
さ
ん
も
僕
と
同
じ
よ
う
に
、ず
っ
と
プ
ロ
の
選
手
を

目
指
し
て
プ
レ
ー
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
思
う
の
で

す
が
、何
が
き
っ
か
け
で
レ
フ
ェ
リ
ー
に
な
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
？

家
本
　
サ
ッ
カ
ー
は
小
学
生
の
頃
か
ら
プ
レ
ー
し
て

当
時
最
年
少
の
23
歳
で
サ
ッ
カ
ー
の
1
級
審
判
員

の
資
格
を
取
得
し
て
以
来
、国
際
舞
台
や
J
リ
ー
グ

の
試
合
で
笛
を
吹
き
続
け
て
き
た
家
本
政
明
さ
ん

は
、昨
年
12
月
に一線
を
退
き
、新
た
な
人
生
の一歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。困
難
を
乗
り
越
え
る
際
に
心

の
支
え
に
な
っ
た
ご
自
身
の
考
え
方
や
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
、お
聞
き
し
ま
し
た
。

家
本 
政
明
さ
ん
に

元
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
レ
フ
ェ
リ
ー

同
志
社
人

訪

　
　問

Interview 
with

Doshisha 
People

Interview 
with

Doshisha 
People

聞
く

Masaaki Iemoto

い
た
の
で
す
け
れ
ど
、高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
内
臓
の

病
気
の
影
響
で
、吐
血
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。同

志
社
大
学
か
ら
指
定
校
推
薦
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、進
学
し
た
も
の
の
、す
ぐ
に
そ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
量
の
吐
血
が
あ
り
、ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ

が
か
か
っ
た
の
で
す
。プ
レ
ー
は
で
き
な
く
て
も
、何

か
サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

あ
っ
て
、数
あ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、最
初
に
興

味
を
抱
い
た
の
が
レ
フ
ェ
リ
ー
で
し
た
。高
校
時
代

に
、練
習
試
合
で
笛
を
吹
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、お
も

し
ろ
い
な
と
思
っ
た
経
験
が
あ
り
、そ
れ
で
や
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

岩
岸
　
同
志
社
大
学
在
学
中
に
１
級
審
判
員
の
候

補
に
な
ら
れ
、１
９
９
６
年
に
当
時
史
上
最
年
少
で

１
級
審
判
員
の
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。ど
の
よ

う
な
学
生
生
活
を
送
ら
れ
た
の
で
す
か
。

家
本
　
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
の
資
格
を
取
る
た
め
に
、３
、４
年
次
生
の

時
に
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
で
専
門
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
学
生
時
代
は
、同
志
社
で
の
学
業
と
レ
フ
ェ

リ
ー
と
し
て
の
活
動
、専
門
学
校
、学
費
を
稼
ぐ
た

め
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
四
つ
を
掛
け
持
ち
し
、結
構
忙
し

く
て
、遊
ぶ
ひ
ま
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。遊
ぶ
の
は
、い

つ
で
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、そ
れ
は
苦
で
は

な
か
っ
た
で
す
。

岩
岸
　
僕
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
プ
ロ
の
サ
ッ

カ
ー
選
手
を
目
指
し
て
い
て
、今
も
そ
の
目
標
に
向

か
っ
て
い
る
最
中
で
す
。プ
ロ
に
な
る
た
め
に
は
、全

体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
方
が
い
い
の
か
、特
技
に
磨

き
を
か
け
た
方
が
い
い
の
か
、迷
っ
て
い
る
の
で
す

が
、何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
か
？

家
本
　
特
技
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
も
大
事
で
す

が
、何
か
ひ
と
つ
、「
こ
れ
だ
け
」と
い
う
考
え
方
は
危

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。プ
ロ
で
成
功
し
て
い
る
選
手

は
、自
分
の
柱
を
複
数
持
っ
て
い
て
、い
つ
も
何
か
勉

強
し
て
い
る
し
、目
立
た
な
い
な
が
ら
も
常
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。岩
岸
さ
ん
は
、優
秀
な
サ
ッ
カ
ー

選
手
の
条
件
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

岩
岸
　
サ
ッ
カ
ー
に
特
化
し
て
い
て
、技
術
に
優
れ

て
い
る
点
で
す
。そ
れ
と
、人
間
性
で
す
。

家
本
　
そ
う
で
す
よ
ね
。で
は
、岩
岸
さ
ん
は
、人
間

性
に
つ
い
て
、努
力
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

岩
岸
　
小
中
高
大
の
全
部
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
主
将

を
務
め
て
き
た
の
で
、努
力
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、意
識
的
に
周

り
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
は
し
て
い
ま
す
。

家
本
　
岩
岸
さ
ん
が
言
う
通
り
、要
は
、キ
ャ
プ
テ
ン

シ
ー
と
か
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、つ
ま
り
人
間
性
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。サ
ッ
カ
ー
の
ピ
ッ
チ
そ
の
も

の
が
社
会
の
縮
図
で
、社
会
性
の
生
き
物
で
あ
る
人

間
が
す
る
こ
と
な
の
で
、そ
う
し
た
人
間
性
と
か
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
が
必
ず
問
わ
れ
て
き

ま
す
。そ
う
し
た
力
を
備
え
て
い
る
人
が
優
秀
な
選

手
で
、そ
う
い
う
人
は
概
し
て
サ
ッ
カ
ー
か
ら
離
れ
て

も
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。人
間
性
を
中

心
に
複
数
の
軸
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。

見
た
こ
と
の
な
い
美
し
い
風
景
、

「
感
謝
」の
気
持
ち
し
か
な
か
っ
た

引
退
セ
レ
モ
ニ
ー

岩
岸
　
家
本
さ
ん
は
か
つ
て「
日
本一嫌
わ
れ
た
レ
フ
ェ

リ
ー
」と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。逆
風
の
中
、

何
を
軸
に
し
て
そ
れ
に
立
ち
向
か
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

家
本
　
批
判
の
中
に
は
、た
だ
私
に
攻
撃
を
加
え
た

い
だ
け
の
、聞
く
に
値
し
な
い
声
も
あ
り
ま
す
。一方

で
、自
分
に
と
って
ダ
イ
ヤ
の
原
石
の
よ
う
な
大
事
な

意
見
も
あ
り
ま
す
。そ
の
見
極
め
を
大
事
に
し
ま
し

た
。岩
岸
さ
ん
は
、自
分
の
こ
と
は
好
き
で
す
か
？

岩
岸
　
は
い
、好
き
で
す
。

家
本
　
で
は
、自
分
の
こ
と
を
否
定
し
た
い
と
思
い

ま
す
か
？

岩
岸
　
思
い
ま
せ
ん
。

家
本
　
そ
う
で
す
よ
ね
。で
も
、自
分
で
非
を
認
め

て
、問
題
に
き
ち
ん
と
向
き
合
わ
な
い
と
、自
分
を
変

え
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。間
違
っ
て
い
る
自
分

が
い
た
と
し
た
ら
、謙
虚
に
正
し
く
自
分
を
否
定
し

て
、変
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、そ
れ
を
実

践
し
ま
し
た
。一
人
で
は
大
変
な
作
業
で
す
が
、師
匠

や
妻
を
始
め
と
し
た
周
囲
の
人
に
支
え
て
も
ら
え
た

の
は
、と
て
も
あ
り
が
た
く
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

岩
岸
　
昨
年
12
月
４
日
、横
浜
F・マ
リ
ノ
ス
対
川

崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
戦
で
最
後
の
主
審
を
務
め
ら
れ
、

第
一
線
を
退
か
れ
ま
し
た
。試
合
後
の
引
退
セ
レ
モ

ニ
ー
は
レ
フ
ェ
リ
ー
と
し
て
は
異
例
で
、僕
も
動
画
配

信
で
見
て
、と
て
も
感
動
し
た
の
で
す
が
、あ
の
時
は

ど
の
よ
う
な
お
気
持
ち
で
し
た
か
？

家
本
　
10
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ

を
浴
び
た
こ
と
は
何
度
か
あ
る
の
で
す
が（
笑
）、あ

の
時
は
、感
謝
の
気
持
ち
し
か
な
か
っ
た
で
す
ね
。あ

の
よ
う
な
美
し
い
風
景
を
い
ま
ま
で
見
た
こ
と
が
な

く
、サ
ッ
カ
ー
、最
高
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
界
の
発
展
の
た
め
、

非
日
常
的
な
空
間
の
創
出
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い

岩
岸
　
今
後
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く

の
か
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

家
本
　
J
リ
ー
グ
の一員
と
し
て
、サ
ッ
カ
ー
界
の
発

展
の
た
め
、よ
り
た
く
さ
ん
の
人
の
笑
顔
、人
と
人

と
の
つ
な
が
り
、非
日
常
的
な
空
間
の
創
出
に
携

わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。そ
れ
と
は
別
に
、レ
フ
ェ

リ
ー
と
し
て
の
知
見
を
活
か
し
、後
進
の
育
成
に
加

え
、と
か
く
誤
解
さ
れ
が
ち
な
レ
フ
ェ
リ
ー
の
役
割

と
か
サ
ッ
カ
ー
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
発

信
を
個
人
と
し
て
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

岩
岸
　
僕
自
身
、１
年
次
の
時
は
け
が
で
プ
レ
ー
が

で
き
ず
、2
年
次
に
な
っ
て
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、思

う
よ
う
に
練
習
が
で
き
な
く
て
、辛
い
経
験
も
し
た

の
で
す
が
、同
じ
よ
う
に
困
難
に
直
面
す
る
学
生
に

向
け
て
、ご
自
身
の
経
験
に
即
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
願
い
し
ま
す
。

家
本
　
ま
ず
は
、「
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
な
」と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
で
す
。世
界
に
出
る
と
、日
本
の

常
識
が
そ
う
で
な
い
と
い
う
例
が
山
ほ
ど
あ
り
ま

す
。そ
れ
と
、「
視
野
を
広
く
、視
座
を
高
く
」と
い
う

こ
と
で
す
ね
。「
視
野
を
広
く
」と
は
、い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
見
て
、経
験
す
る
こ
と
で
、選
択
肢
を
広
げ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。「
視
座
を
高
く
」と
は
、自
分
の
立

場
よ
り
、上
の
立
場
か
ら
物
事
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

あ
と
大
事
な
の
は
世
界
共
通
言
語
の
英
語
の
習
得
で

す
。こ
の
三
つ
が
あ
れ
ば
、世
界
中
、ど
こ
で
も
自
分

が
好
き
な
と
こ
ろ
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

岩
岸
　
家
本
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、僕
も
サ
ッ

カ
ー
界
の
発
展
に
関
わ
って
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。卒
業
前
の
大
事
な
時
期
に
貴
重
な
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩
岸 
宗
志
さ
ん

商
学
部
商
学
科

4
年
次
生

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
所
属

い
わ
ぎ
し

　   
そ
う
し

家
本 

政
明
さ
ん

｜
1
9
9
6
年 

経
済
学
部 

卒
業
｜

い
え
も
と

　
　ま
さ
あ
き

本
学
教
員
の

執
筆
図
書
紹
介

（
価
格
は
税
込
）
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樹脂/フィラー複合材料の
界面制御と評価
大窪和也 小武内清貴 他著
技術情報協会  88,000円

自動車マルチマテリアルに
向けた樹脂複合材料の開発
大窪和也 小武内清貴 他著
技術情報協会  88,000円

ヘムタンパク質の科学
北岸宏亮 他著
エヌ・ティー・エス  27,500円

東アジアにおける
スポーツとメディア
水出幸輝 他編著
創文企画  2,530円

私たちが声を上げるとき
和泉真澄 三牧聖子 他著
集英社  1,100円

国際私法 第3版 
林貴美 他著  有斐閣  3,300円

LEGAL QUEST 憲法Ⅱ
人権 第3版
松本哲治 他著  有斐閣  3,300円

LEGAL QUEST 憲法Ⅰ
総論・統治 第3版
松本哲治 他著  有斐閣  3,080円

日本ボランティア・NPO・
市民活動年表 増補改訂版
岡野八代 菅野優香 他著
明石書店  16,500円

ソーシャルワークの
理論と方法Ⅱ
空閑浩人 他編著 永田祐 他著
ミネルヴァ書房  3,080円

ベンヤミンと実存思想
森田團 他著
実存思想協会  2,200円

鎌倉幕府と室町幕府
山田徹 他著
光文社 946円

ポスト・グローバル化と
政治のゆくえ
野田遊 他著
ナカニシヤ出版 3,630円

- 2023年度 - 
入学式（学部・大学院）

学部・研究科

京田辺校地
デイヴィス
記念館

法学部・法学研究科、 
経済学部・経済学研究科、 
国際教育インスティテュート

神学部・神学研究科、
政策学部・総合政策科学研究科、
理工学部・理工学研究科、 
グローバル地域文化学部、脳科学研究科 

文学部・文学研究科、 
社会学部・社会学研究科、 
文化情報学部・文化情報学研究科、
心理学部・心理学研究科、 
グローバル・スタディーズ研究科
商学部・商学研究科、 
生命医科学部・生命医科学研究科、
スポーツ健康科学部・スポーツ健康科学研究科、
グローバル・コミュニケーション学部、
司法研究科、 ビジネス研究科 

場所日時

9:30

11:30

13:30

15:30

4月1日
（土）

政治家のレトリック
OFER FELDMAN 他著
 勁草書房  3,520円

国語語彙史の研究 四十一
藤井俊博 他著  和泉書院  9,900円

「ヘイト」に抗するアメリカ史
和泉真澄 南川文里 三牧聖子 他著
彩流社  3,080円

国際ソーシャルワークを知る
立木茂雄 MARTHA MENSENDIEK 他著
中央法規出版  2,970円　

労働六法 2022
土田道夫 他著  旬報社  6,050円

会計学の基本 第3版
志賀理 他著  森山書店  2,640円

AI〈人工知能〉のきほん
土屋誠司 著  創元社  2,750円

日本人の承認欲求
太田肇 著  新潮社  836円

生体組織の超音波計測
松川真美 他編著  コロナ社  3,850円

中世神道入門
GAETAN RAPPO 他著
勉誠出版  4,180円

唐宋八大家研究
副島一郎 他著  中国書店  8,800円

ようこそ、心理学部へ
中谷内一也  竹原卓真  石川信一
藤村友美  毛利真弓  畑敏道  大屋藍子
青山謙二郎 著  筑摩書房  902円

「責任ある・使命ある大学」
の将来像を語ろう!
山田礼子 他著  
広島大学高等教育研究開発センター

高等教育研究の課題と
高等教育研究への期待
山田礼子 他著
広島大学高等教育研究開発センター

Ideas and Economy
in Japan
西岡幹雄 著  有斐閣  6,160円

『台湾愛国婦人』研究論集
田中励儀 他著
広島大学出版会  3,740円

昭和五〇年代論
水出幸輝 他著  みずき書林  8,800円

居場所なき革命
吉田徹 著  みすず書房  4,180円

英国若者文学論
川島健 著  小鳥遊書房  3,190円

Language teacher motivation,
autonomy and development
in East Asia
中田賀之 他編著  Springer  

桝太一が聞く 科学の伝え方
桝太一 著  東京化学同人  1,320円

主体的に学ぶ発達と
教育の心理学
山口洋介 他著  
ナカニシヤ出版  2,530円

E・H・カーを読む
三牧聖子 他編著  
ナカニシヤ出版  3,080円

「持たない時代」の
マーケティング
髙橋広行 編 髙橋広行 他著
同文舘出版  2,420円

判例プラクティス民法 Ⅰ 
総則・物権 第2版
上田誠一郎  大中有信  梶山玉香 
佐々木典子  中西正  野々村和喜 他著
信山社出版  4,180円　

デューイの思想形成と
経験の成長過程
新茂之 他著  北樹出版  4,070円

ロシア文学からの旅
中野幸男 他著
ミネルヴァ書房  3,080円

- 2022年度 - 
卒業式・学位授与式（学部・大学院）

学部・研究科 場所日時

法学部・法学研究科

栄光館

京田辺校地
デイヴィス
記念館

文学部・文学研究科

経済学部・経済学研究科

商学部・商学研究科

理工学部・理工学研究科

文化情報学部・文化情報学研究科、
生命医科学部・生命医科学研究科、 
スポーツ健康科学部・スポーツ健康科学研究科、
心理学部・心理学研究科、 
グローバル・コミュニケーション学部、脳科学研究科 

神学部・神学研究科、社会学部・社会学研究科、 
グローバル地域文化学部、国際教育インスティテュート 

政策学部・総合政策科学研究科、
グローバル・スタディーズ研究科、
司法研究科、ビジネス研究科 　

10:00

12:30

12:30

15:00

15:00

10:00

10:00

13:00

3月20日
（月）

3月22日
（水）

3月21日
（火･祝）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点より、上記の内容から変更する可能性があります。最新情報は大学HPをご確認ください。

イギリス湖水地方
アンブルサイドの女神たち
臼井雅美 著  英宝社  3,740円　

ミューズ

人
間
性
を
中
心
に

複
数
の
軸
を
持
つ
こ
と
が
大
事

岩
岸
　
１
級
審
判
員
の
資
格
取
得
に
し
ろ
、ダ
ブ
ル

ス
ク
ー
ル
に
し
ろ
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

の
に
、躊
躇
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

家
本
　
変
化
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
な
価
値
観
を

持
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、受
け
止
め
方
が
違
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。私
は
変
化
に
対
し
て
、す
ご
く
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
を
持
っ
て
い
て
、常
に
変
わ
り
続

け
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。歴
史
上
、何
か
を

成
し
遂
げ
た
人
の
多
く
は
、変
化
を
恐
れ
な
か
っ
た

人
で
す
。リ
ス
ク
は
あ
る
に
し
ろ
、得
る
も
の
も
多
い

と
思
う
の
で
、躊
躇
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
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ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
に
ア
ル
バ
イ
ト
、

遊
ぶ
ひ
ま
も
な
かっ
た
学
生
時
代

家
本
　
き
ょ
う
は
何
の
話
か
ら
始
め
ま
す
か
？
恋
愛

の
話
か
ら
と
か
？（
笑
）

岩
岸
　
サ
ッ
カ
ー
の
話
で
お
願
い
し
ま
す（
笑
）。家

本
さ
ん
も
僕
と
同
じ
よ
う
に
、ず
っ
と
プ
ロ
の
選
手
を

目
指
し
て
プ
レ
ー
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
思
う
の
で

す
が
、何
が
き
っ
か
け
で
レ
フ
ェ
リ
ー
に
な
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
？

家
本
　
サ
ッ
カ
ー
は
小
学
生
の
頃
か
ら
プ
レ
ー
し
て

「変化で得るものが多い、
  恐れずチャレンジを」

い
た
の
で
す
け
れ
ど
、高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
内
臓
の

病
気
の
影
響
で
、吐
血
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。同

志
社
大
学
か
ら
指
定
校
推
薦
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、進
学
し
た
も
の
の
、す
ぐ
に
そ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
量
の
吐
血
が
あ
り
、ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ

が
か
か
っ
た
の
で
す
。プ
レ
ー
は
で
き
な
く
て
も
、何

か
サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

あ
っ
て
、数
あ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、最
初
に
興

味
を
抱
い
た
の
が
レ
フ
ェ
リ
ー
で
し
た
。高
校
時
代

に
、練
習
試
合
で
笛
を
吹
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、お
も

し
ろ
い
な
と
思
っ
た
経
験
が
あ
り
、そ
れ
で
や
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

岩
岸
　
同
志
社
大
学
在
学
中
に
１
級
審
判
員
の
候

補
に
な
ら
れ
、１
９
９
６
年
に
当
時
史
上
最
年
少
で

１
級
審
判
員
の
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。ど
の
よ

う
な
学
生
生
活
を
送
ら
れ
た
の
で
す
か
。

家
本
　
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
の
資
格
を
取
る
た
め
に
、３
、４
年
次
生
の

時
に
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
で
専
門
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
学
生
時
代
は
、同
志
社
で
の
学
業
と
レ
フ
ェ

リ
ー
と
し
て
の
活
動
、専
門
学
校
、学
費
を
稼
ぐ
た

め
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
四
つ
を
掛
け
持
ち
し
、結
構
忙
し

く
て
、遊
ぶ
ひ
ま
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。遊
ぶ
の
は
、い

つ
で
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、そ
れ
は
苦
で
は

な
か
っ
た
で
す
。

岩
岸
　
僕
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
プ
ロ
の
サ
ッ

カ
ー
選
手
を
目
指
し
て
い
て
、今
も
そ
の
目
標
に
向

か
っ
て
い
る
最
中
で
す
。プ
ロ
に
な
る
た
め
に
は
、全

体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
方
が
い
い
の
か
、特
技
に
磨

き
を
か
け
た
方
が
い
い
の
か
、迷
っ
て
い
る
の
で
す

が
、何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
か
？

家
本
　
特
技
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
も
大
事
で
す

が
、何
か
ひ
と
つ
、「
こ
れ
だ
け
」と
い
う
考
え
方
は
危

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。プ
ロ
で
成
功
し
て
い
る
選
手

は
、自
分
の
柱
を
複
数
持
っ
て
い
て
、い
つ
も
何
か
勉

強
し
て
い
る
し
、目
立
た
な
い
な
が
ら
も
常
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。岩
岸
さ
ん
は
、優
秀
な
サ
ッ
カ
ー

選
手
の
条
件
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

岩
岸
　
サ
ッ
カ
ー
に
特
化
し
て
い
て
、技
術
に
優
れ

て
い
る
点
で
す
。そ
れ
と
、人
間
性
で
す
。

家
本
　
そ
う
で
す
よ
ね
。で
は
、岩
岸
さ
ん
は
、人
間

性
に
つ
い
て
、努
力
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

岩
岸
　
小
中
高
大
の
全
部
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
主
将

を
務
め
て
き
た
の
で
、努
力
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、意
識
的
に
周

り
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
は
し
て
い
ま
す
。

家
本
　
岩
岸
さ
ん
が
言
う
通
り
、要
は
、キ
ャ
プ
テ
ン

シ
ー
と
か
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、つ
ま
り
人
間
性
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。サ
ッ
カ
ー
の
ピ
ッ
チ
そ
の
も

の
が
社
会
の
縮
図
で
、社
会
性
の
生
き
物
で
あ
る
人

間
が
す
る
こ
と
な
の
で
、そ
う
し
た
人
間
性
と
か
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
が
必
ず
問
わ
れ
て
き

ま
す
。そ
う
し
た
力
を
備
え
て
い
る
人
が
優
秀
な
選

手
で
、そ
う
い
う
人
は
概
し
て
サ
ッ
カ
ー
か
ら
離
れ
て

も
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。人
間
性
を
中

心
に
複
数
の
軸
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。

見
た
こ
と
の
な
い
美
し
い
風
景
、

「
感
謝
」の
気
持
ち
し
か
な
か
っ
た

引
退
セ
レ
モ
ニ
ー

岩
岸
　
家
本
さ
ん
は
か
つ
て「
日
本一嫌
わ
れ
た
レ
フ
ェ

リ
ー
」と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。逆
風
の
中
、

何
を
軸
に
し
て
そ
れ
に
立
ち
向
か
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

家
本
　
批
判
の
中
に
は
、た
だ
私
に
攻
撃
を
加
え
た

い
だ
け
の
、聞
く
に
値
し
な
い
声
も
あ
り
ま
す
。一方

で
、自
分
に
と
って
ダ
イ
ヤ
の
原
石
の
よ
う
な
大
事
な

意
見
も
あ
り
ま
す
。そ
の
見
極
め
を
大
事
に
し
ま
し

た
。岩
岸
さ
ん
は
、自
分
の
こ
と
は
好
き
で
す
か
？

岩
岸
　
は
い
、好
き
で
す
。

家
本
　
で
は
、自
分
の
こ
と
を
否
定
し
た
い
と
思
い

ま
す
か
？

岩
岸
　
思
い
ま
せ
ん
。

家
本
　
そ
う
で
す
よ
ね
。で
も
、自
分
で
非
を
認
め

て
、問
題
に
き
ち
ん
と
向
き
合
わ
な
い
と
、自
分
を
変

え
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。間
違
っ
て
い
る
自
分

が
い
た
と
し
た
ら
、謙
虚
に
正
し
く
自
分
を
否
定
し

て
、変
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、そ
れ
を
実

践
し
ま
し
た
。一
人
で
は
大
変
な
作
業
で
す
が
、師
匠

や
妻
を
始
め
と
し
た
周
囲
の
人
に
支
え
て
も
ら
え
た

の
は
、と
て
も
あ
り
が
た
く
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

岩
岸
　
昨
年
12
月
４
日
、横
浜
F・マ
リ
ノ
ス
対
川

崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
戦
で
最
後
の
主
審
を
務
め
ら
れ
、

第
一
線
を
退
か
れ
ま
し
た
。試
合
後
の
引
退
セ
レ
モ

ニ
ー
は
レ
フ
ェ
リ
ー
と
し
て
は
異
例
で
、僕
も
動
画
配

信
で
見
て
、と
て
も
感
動
し
た
の
で
す
が
、あ
の
時
は

ど
の
よ
う
な
お
気
持
ち
で
し
た
か
？

家
本
　
10
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ

を
浴
び
た
こ
と
は
何
度
か
あ
る
の
で
す
が（
笑
）、あ

の
時
は
、感
謝
の
気
持
ち
し
か
な
か
っ
た
で
す
ね
。あ

の
よ
う
な
美
し
い
風
景
を
い
ま
ま
で
見
た
こ
と
が
な

く
、サ
ッ
カ
ー
、最
高
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
界
の
発
展
の
た
め
、

非
日
常
的
な
空
間
の
創
出
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い

岩
岸
　
今
後
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く

の
か
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

家
本
　
J
リ
ー
グ
の一員
と
し
て
、サ
ッ
カ
ー
界
の
発

展
の
た
め
、よ
り
た
く
さ
ん
の
人
の
笑
顔
、人
と
人

と
の
つ
な
が
り
、非
日
常
的
な
空
間
の
創
出
に
携

わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。そ
れ
と
は
別
に
、レ
フ
ェ

リ
ー
と
し
て
の
知
見
を
活
か
し
、後
進
の
育
成
に
加

え
、と
か
く
誤
解
さ
れ
が
ち
な
レ
フ
ェ
リ
ー
の
役
割

と
か
サ
ッ
カ
ー
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
発

信
を
個
人
と
し
て
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

岩
岸
　
僕
自
身
、１
年
次
の
時
は
け
が
で
プ
レ
ー
が

で
き
ず
、2
年
次
に
な
っ
て
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、思

う
よ
う
に
練
習
が
で
き
な
く
て
、辛
い
経
験
も
し
た

の
で
す
が
、同
じ
よ
う
に
困
難
に
直
面
す
る
学
生
に

向
け
て
、ご
自
身
の
経
験
に
即
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
願
い
し
ま
す
。

家
本
　
ま
ず
は
、「
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
な
」と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
で
す
。世
界
に
出
る
と
、日
本
の

常
識
が
そ
う
で
な
い
と
い
う
例
が
山
ほ
ど
あ
り
ま

す
。そ
れ
と
、「
視
野
を
広
く
、視
座
を
高
く
」と
い
う

こ
と
で
す
ね
。「
視
野
を
広
く
」と
は
、い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
見
て
、経
験
す
る
こ
と
で
、選
択
肢
を
広
げ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。「
視
座
を
高
く
」と
は
、自
分
の
立

場
よ
り
、上
の
立
場
か
ら
物
事
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

あ
と
大
事
な
の
は
世
界
共
通
言
語
の
英
語
の
習
得
で

す
。こ
の
三
つ
が
あ
れ
ば
、世
界
中
、ど
こ
で
も
自
分

が
好
き
な
と
こ
ろ
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

岩
岸
　
家
本
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、僕
も
サ
ッ

カ
ー
界
の
発
展
に
関
わ
って
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。卒
業
前
の
大
事
な
時
期
に
貴
重
な
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1973年広島県福山市生まれ。福山葦陽
高校時代はDFとして活躍し、広島県選抜
にも選出。同志社大学経済学部入学後に
内臓の病気が悪化し、サッカー選手を断念。
一転して審判員を目指し、96年に卒業後、
1級審判員資格を全国最年少で取得。
2002年からJ2、04年からJ1で主審を担当。
05年からプロ審判となり、国際審判にも
選出。10年に日本人で初めて英国ウェン
ブリー・スタジアムで試合を担当。11年に
英国初の外国籍審判としてFAカップの試合
を担当。21年に勇退。国際試合100試合
以上、Jリーグは歴代最多516試合の主審
を担当。現在はJリーグフットボール企画
戦略部マネージャーとして活動中。

Pro�le   家本 政明さん

家本さんへの取材の中で、特に心に残っている言葉が２つあります。１つ目は「視野を
広く持ち、視座を高めること」です。これは学生に限らず、人として物事を意欲的に知ろう
とし、また1つの立場だけでなく多方面からその物事に対して考えることが重要であると
いうことです。２つ目は自らを素直に否定することです。これは家本さんが挫折を乗り越えた
ときにも大事にしていた軸であり、自分自身と素直に向き合い、人として成長する上で
非常に重要なことだと感じさせられました。今回、家本さんから貴重な話を伺うことができ、
学生の間に取り組むべきことや取り組み姿勢を見直す非常に良い機会となりました。
この素晴らしい経験を今後の生活、人生に活かしていきたいと思います。ありがとう
ございました。

取材を終えて

今回の同志社人

商学部商学科
4年次生
体育会サッカー部所属

星稜高校出身。体育会
サッカー部主将として
チームをまとめ、４１年
ぶりに天皇杯１回戦突
破に導く。ポジションは
FW。卒業後はプロ
サッカー選手になること
を目標に、持ち味の得
点力とスピードに磨き
をかけるべく、日々の
練習に取り組む。

Interviewer  岩岸 宗志さん

人
間
性
を
中
心
に

複
数
の
軸
を
持
つ
こ
と
が
大
事

岩
岸
　
１
級
審
判
員
の
資
格
取
得
に
し
ろ
、ダ
ブ
ル

ス
ク
ー
ル
に
し
ろ
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

の
に
、躊
躇
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

家
本
　
変
化
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
な
価
値
観
を

持
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、受
け
止
め
方
が
違
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。私
は
変
化
に
対
し
て
、す
ご
く
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
を
持
っ
て
い
て
、常
に
変
わ
り
続

け
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。歴
史
上
、何
か
を

成
し
遂
げ
た
人
の
多
く
は
、変
化
を
恐
れ
な
か
っ
た

人
で
す
。リ
ス
ク
は
あ
る
に
し
ろ
、得
る
も
の
も
多
い

と
思
う
の
で
、躊
躇
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

ち
ゅ
う
ち
ょ
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ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
に
ア
ル
バ
イ
ト
、

遊
ぶ
ひ
ま
も
な
かっ
た
学
生
時
代

家
本
　
き
ょ
う
は
何
の
話
か
ら
始
め
ま
す
か
？
恋
愛

の
話
か
ら
と
か
？（
笑
）

岩
岸
　
サ
ッ
カ
ー
の
話
で
お
願
い
し
ま
す（
笑
）。家

本
さ
ん
も
僕
と
同
じ
よ
う
に
、ず
っ
と
プ
ロ
の
選
手
を

目
指
し
て
プ
レ
ー
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
思
う
の
で

す
が
、何
が
き
っ
か
け
で
レ
フ
ェ
リ
ー
に
な
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
？

家
本
　
サ
ッ
カ
ー
は
小
学
生
の
頃
か
ら
プ
レ
ー
し
て

「変化で得るものが多い、
  恐れずチャレンジを」

い
た
の
で
す
け
れ
ど
、高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
内
臓
の

病
気
の
影
響
で
、吐
血
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。同

志
社
大
学
か
ら
指
定
校
推
薦
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、進
学
し
た
も
の
の
、す
ぐ
に
そ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
量
の
吐
血
が
あ
り
、ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ

が
か
か
っ
た
の
で
す
。プ
レ
ー
は
で
き
な
く
て
も
、何

か
サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

あ
っ
て
、数
あ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、最
初
に
興

味
を
抱
い
た
の
が
レ
フ
ェ
リ
ー
で
し
た
。高
校
時
代

に
、練
習
試
合
で
笛
を
吹
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、お
も

し
ろ
い
な
と
思
っ
た
経
験
が
あ
り
、そ
れ
で
や
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

岩
岸
　
同
志
社
大
学
在
学
中
に
１
級
審
判
員
の
候

補
に
な
ら
れ
、１
９
９
６
年
に
当
時
史
上
最
年
少
で

１
級
審
判
員
の
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。ど
の
よ

う
な
学
生
生
活
を
送
ら
れ
た
の
で
す
か
。

家
本
　
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
の
資
格
を
取
る
た
め
に
、３
、４
年
次
生
の

時
に
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
で
専
門
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
学
生
時
代
は
、同
志
社
で
の
学
業
と
レ
フ
ェ

リ
ー
と
し
て
の
活
動
、専
門
学
校
、学
費
を
稼
ぐ
た

め
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
四
つ
を
掛
け
持
ち
し
、結
構
忙
し

く
て
、遊
ぶ
ひ
ま
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。遊
ぶ
の
は
、い

つ
で
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、そ
れ
は
苦
で
は

な
か
っ
た
で
す
。

岩
岸
　
僕
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
プ
ロ
の
サ
ッ

カ
ー
選
手
を
目
指
し
て
い
て
、今
も
そ
の
目
標
に
向

か
っ
て
い
る
最
中
で
す
。プ
ロ
に
な
る
た
め
に
は
、全

体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
方
が
い
い
の
か
、特
技
に
磨

き
を
か
け
た
方
が
い
い
の
か
、迷
っ
て
い
る
の
で
す

が
、何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
か
？

家
本
　
特
技
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
も
大
事
で
す

が
、何
か
ひ
と
つ
、「
こ
れ
だ
け
」と
い
う
考
え
方
は
危

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。プ
ロ
で
成
功
し
て
い
る
選
手

は
、自
分
の
柱
を
複
数
持
っ
て
い
て
、い
つ
も
何
か
勉

強
し
て
い
る
し
、目
立
た
な
い
な
が
ら
も
常
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。岩
岸
さ
ん
は
、優
秀
な
サ
ッ
カ
ー

選
手
の
条
件
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

岩
岸
　
サ
ッ
カ
ー
に
特
化
し
て
い
て
、技
術
に
優
れ

て
い
る
点
で
す
。そ
れ
と
、人
間
性
で
す
。

家
本
　
そ
う
で
す
よ
ね
。で
は
、岩
岸
さ
ん
は
、人
間

性
に
つ
い
て
、努
力
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

岩
岸
　
小
中
高
大
の
全
部
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
主
将

を
務
め
て
き
た
の
で
、努
力
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、意
識
的
に
周

り
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
は
し
て
い
ま
す
。

家
本
　
岩
岸
さ
ん
が
言
う
通
り
、要
は
、キ
ャ
プ
テ
ン

シ
ー
と
か
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、つ
ま
り
人
間
性
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。サ
ッ
カ
ー
の
ピ
ッ
チ
そ
の
も

の
が
社
会
の
縮
図
で
、社
会
性
の
生
き
物
で
あ
る
人

間
が
す
る
こ
と
な
の
で
、そ
う
し
た
人
間
性
と
か
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
が
必
ず
問
わ
れ
て
き

ま
す
。そ
う
し
た
力
を
備
え
て
い
る
人
が
優
秀
な
選

手
で
、そ
う
い
う
人
は
概
し
て
サ
ッ
カ
ー
か
ら
離
れ
て

も
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。人
間
性
を
中

心
に
複
数
の
軸
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。

見
た
こ
と
の
な
い
美
し
い
風
景
、

「
感
謝
」の
気
持
ち
し
か
な
か
っ
た

引
退
セ
レ
モ
ニ
ー

岩
岸
　
家
本
さ
ん
は
か
つ
て「
日
本一嫌
わ
れ
た
レ
フ
ェ

リ
ー
」と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。逆
風
の
中
、

何
を
軸
に
し
て
そ
れ
に
立
ち
向
か
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

家
本
　
批
判
の
中
に
は
、た
だ
私
に
攻
撃
を
加
え
た

い
だ
け
の
、聞
く
に
値
し
な
い
声
も
あ
り
ま
す
。一方

で
、自
分
に
と
って
ダ
イ
ヤ
の
原
石
の
よ
う
な
大
事
な

意
見
も
あ
り
ま
す
。そ
の
見
極
め
を
大
事
に
し
ま
し

た
。岩
岸
さ
ん
は
、自
分
の
こ
と
は
好
き
で
す
か
？

岩
岸
　
は
い
、好
き
で
す
。

家
本
　
で
は
、自
分
の
こ
と
を
否
定
し
た
い
と
思
い

ま
す
か
？

岩
岸
　
思
い
ま
せ
ん
。

家
本
　
そ
う
で
す
よ
ね
。で
も
、自
分
で
非
を
認
め

て
、問
題
に
き
ち
ん
と
向
き
合
わ
な
い
と
、自
分
を
変

え
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。間
違
っ
て
い
る
自
分

が
い
た
と
し
た
ら
、謙
虚
に
正
し
く
自
分
を
否
定
し

て
、変
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、そ
れ
を
実

践
し
ま
し
た
。一
人
で
は
大
変
な
作
業
で
す
が
、師
匠

や
妻
を
始
め
と
し
た
周
囲
の
人
に
支
え
て
も
ら
え
た

の
は
、と
て
も
あ
り
が
た
く
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

岩
岸
　
昨
年
12
月
４
日
、横
浜
F・マ
リ
ノ
ス
対
川

崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
戦
で
最
後
の
主
審
を
務
め
ら
れ
、

第
一
線
を
退
か
れ
ま
し
た
。試
合
後
の
引
退
セ
レ
モ

ニ
ー
は
レ
フ
ェ
リ
ー
と
し
て
は
異
例
で
、僕
も
動
画
配

信
で
見
て
、と
て
も
感
動
し
た
の
で
す
が
、あ
の
時
は

ど
の
よ
う
な
お
気
持
ち
で
し
た
か
？

家
本
　
10
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ

を
浴
び
た
こ
と
は
何
度
か
あ
る
の
で
す
が（
笑
）、あ

の
時
は
、感
謝
の
気
持
ち
し
か
な
か
っ
た
で
す
ね
。あ

の
よ
う
な
美
し
い
風
景
を
い
ま
ま
で
見
た
こ
と
が
な

く
、サ
ッ
カ
ー
、最
高
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
界
の
発
展
の
た
め
、

非
日
常
的
な
空
間
の
創
出
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い

岩
岸
　
今
後
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く

の
か
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

家
本
　
J
リ
ー
グ
の一員
と
し
て
、サ
ッ
カ
ー
界
の
発

展
の
た
め
、よ
り
た
く
さ
ん
の
人
の
笑
顔
、人
と
人

と
の
つ
な
が
り
、非
日
常
的
な
空
間
の
創
出
に
携

わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。そ
れ
と
は
別
に
、レ
フ
ェ

リ
ー
と
し
て
の
知
見
を
活
か
し
、後
進
の
育
成
に
加

え
、と
か
く
誤
解
さ
れ
が
ち
な
レ
フ
ェ
リ
ー
の
役
割

と
か
サ
ッ
カ
ー
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
発

信
を
個
人
と
し
て
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

岩
岸
　
僕
自
身
、１
年
次
の
時
は
け
が
で
プ
レ
ー
が

で
き
ず
、2
年
次
に
な
っ
て
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、思

う
よ
う
に
練
習
が
で
き
な
く
て
、辛
い
経
験
も
し
た

の
で
す
が
、同
じ
よ
う
に
困
難
に
直
面
す
る
学
生
に

向
け
て
、ご
自
身
の
経
験
に
即
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
願
い
し
ま
す
。

家
本
　
ま
ず
は
、「
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
な
」と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
で
す
。世
界
に
出
る
と
、日
本
の

常
識
が
そ
う
で
な
い
と
い
う
例
が
山
ほ
ど
あ
り
ま

す
。そ
れ
と
、「
視
野
を
広
く
、視
座
を
高
く
」と
い
う

こ
と
で
す
ね
。「
視
野
を
広
く
」と
は
、い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
見
て
、経
験
す
る
こ
と
で
、選
択
肢
を
広
げ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。「
視
座
を
高
く
」と
は
、自
分
の
立

場
よ
り
、上
の
立
場
か
ら
物
事
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

あ
と
大
事
な
の
は
世
界
共
通
言
語
の
英
語
の
習
得
で

す
。こ
の
三
つ
が
あ
れ
ば
、世
界
中
、ど
こ
で
も
自
分

が
好
き
な
と
こ
ろ
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

岩
岸
　
家
本
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、僕
も
サ
ッ

カ
ー
界
の
発
展
に
関
わ
って
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。卒
業
前
の
大
事
な
時
期
に
貴
重
な
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1973年広島県福山市生まれ。福山葦陽
高校時代はDFとして活躍し、広島県選抜
にも選出。同志社大学経済学部入学後に
内臓の病気が悪化し、サッカー選手を断念。
一転して審判員を目指し、96年に卒業後、
1級審判員資格を全国最年少で取得。
2002年からJ2、04年からJ1で主審を担当。
05年からプロ審判となり、国際審判にも
選出。10年に日本人で初めて英国ウェン
ブリー・スタジアムで試合を担当。11年に
英国初の外国籍審判としてFAカップの試合
を担当。21年に勇退。国際試合100試合
以上、Jリーグは歴代最多516試合の主審
を担当。現在はJリーグフットボール企画
戦略部マネージャーとして活動中。

Pro�le   家本 政明さん

家本さんへの取材の中で、特に心に残っている言葉が２つあります。１つ目は「視野を
広く持ち、視座を高めること」です。これは学生に限らず、人として物事を意欲的に知ろう
とし、また1つの立場だけでなく多方面からその物事に対して考えることが重要であると
いうことです。２つ目は自らを素直に否定することです。これは家本さんが挫折を乗り越えた
ときにも大事にしていた軸であり、自分自身と素直に向き合い、人として成長する上で
非常に重要なことだと感じさせられました。今回、家本さんから貴重な話を伺うことができ、
学生の間に取り組むべきことや取り組み姿勢を見直す非常に良い機会となりました。
この素晴らしい経験を今後の生活、人生に活かしていきたいと思います。ありがとう
ございました。

取材を終えて

今回の同志社人

商学部商学科
4年次生
体育会サッカー部所属

星稜高校出身。体育会
サッカー部主将として
チームをまとめ、４１年
ぶりに天皇杯１回戦突
破に導く。ポジションは
FW。卒業後はプロ
サッカー選手になること
を目標に、持ち味の得
点力とスピードに磨き
をかけるべく、日々の
練習に取り組む。

Interviewer  岩岸 宗志さん

人
間
性
を
中
心
に

複
数
の
軸
を
持
つ
こ
と
が
大
事

岩
岸
　
１
級
審
判
員
の
資
格
取
得
に
し
ろ
、ダ
ブ
ル

ス
ク
ー
ル
に
し
ろ
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

の
に
、躊
躇
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

家
本
　
変
化
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
な
価
値
観
を

持
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、受
け
止
め
方
が
違
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。私
は
変
化
に
対
し
て
、す
ご
く
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
を
持
っ
て
い
て
、常
に
変
わ
り
続

け
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。歴
史
上
、何
か
を

成
し
遂
げ
た
人
の
多
く
は
、変
化
を
恐
れ
な
か
っ
た

人
で
す
。リ
ス
ク
は
あ
る
に
し
ろ
、得
る
も
の
も
多
い

と
思
う
の
で
、躊
躇
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

ち
ゅ
う
ち
ょ
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2022年
11月

1日（
4・7・11月

年
3回

）発
行

　
〒

602-8580　
京

都
市

上
京

区
今

出
川

通
烏

丸
東

入
発

行
　

同
志

社
大

学
　

広
報

部
広

報
課

メダルを手にし
た2022年のデ
フリンピック空
手競技のメダリ
ストたち。一番
右が北村さん

M
y 

Pu
r
p
o
s
e

挑
戦
す
る
人

2022年5月にブラジルで
開催された、ろう者のオリ
ンピック「デフリンピック」
空手競技の男子「形」にて、
銅メダルを獲得。同志社大
学には、歴史学を学ぶため
3年次に転入学してきた。

※

「
耳
の
不
自
由
な
」と
い
う
意
味
で
あ
る「
デ
フ

（deaf

）」を
冠
し
た
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、身
体
障

が
い
者
に
よ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
異
な
り
、ろ
う

者
の
み
が
出
場
す
る
大
会
。国
際
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ

委
員
会
が
運
営
し
、夏
季
大
会
と
冬
季
大
会
が
そ

れ
ぞ
れ
４
年
に
１
度
開
か
れ
て
い
る
。

北村 陽さん
文学部文化史学科

4年次生

ひなた

　空
手
の「
形
」は
独
特
の
緊
張
感

が
漂
う
。ピ
リ
ッ
と
し
た
空
気
を
切

り
裂
く
気
合
の
雄
叫
び
。会
場
全

体
の
意
識
が
一
気
に
演
武
者
に
引

き
込
ま
れ
る
。東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
注
目
を

集
め
た
空
手
だ
が
、デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
※
に
お
い
て
も
、空
手
が
正
式
種

目
に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。

　今
夏
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、空

手
競
技
の
男
子「
形
」日
本
代
表
の

北
村
陽
さ
ん
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
。「
聞
こ
え
な
く
て
も
空
手
は

で
き
る
。そ
の
事
実
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
」と
デ
フ
空
手

へ
の
関
心
や
認
知
が
広
が
る
こ
と
へ

の
期
待
を
口
に
す
る
。

　仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
強
さ
に
憧
れ
、

空
手
を
始
め
た
の
は
6
歳
の
頃
。野

球
や
卓
球
に
比
べ
、コ
ン
タ
ク
ト
を

伴
う
空
手
を
習
う
ろ
う
者
は
少
な

か
っ
た
が
、学
業
と
両
立
さ
せ
な
が

ら
競
技
を
続
け
、晴
れ
舞
台
で
見
事

注
目
さ
れ
る

東
京
大
会
で
活
躍
し

デ
フ
空
手
を
広
め
た
い

聞
こ
え
な
く
て
も

空
手
は
で
き
る

Portraits
of challengers

メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。

　デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
は
北
村
さ

ん
の
念
願
だ
っ
た
。前
回
ト
ル
コ
で

開
催
さ
れ
た
2
0
1
7
年
の
大
会

で
は
、惜
し
く
も
代
表
選
考
に
漏
れ

た
。次
こ
そ
は
と
意
気
込
ん
で
い
た

矢
先
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
暗
雲
が
覆

い
21
年
の
大
会
は
約
1
年
延
期
に

な
っ
た
。「
日
本
代
表
に
な
れ
る
か

も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
4
〜
5

年
。代
表
に
決
ま
っ
た
時
は
安
堵
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」と
選

出
時
の
心
境
を
吐
露
す
る
。

　今
年
9
月
、3
年
後
に
迫
る
25

年
の
夏
季
大
会
開
催
地
が
東
京
に

決
ま
っ
た
。東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
、障
が
い
者

や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高

め
、理
解
を
深
め
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
。東
京
開
催
は
、デ
フ
空
手

を
含
む
国
内
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
発

展
・
飛
躍
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と

な
る
だ
ろ
う
。「
空
手
を
せ
っ
か
く

始
め
て
も
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

問
題
で
や
め
て
し
ま
う
人
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。『
全
日
本
ろ
う
者

空
手
道
連
盟
』が
発
足
し
た
の
は

約
6
年
前
で
す
し
、ろ
う
者
が
空
手

を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
は
緒
に
就

インタビュー動画も
チェック

い
た
ば
か
り
。全
国
の
ろ
う
者
に
空

手
の
魅
力
を
伝
え
、仲
間
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
。そ
の
た
め
に
も
注

目
度
の
高
ま
る
東
京
大
会
で
は
絶

対
に
結
果
を
残
し
た
い
で
す
ね
」

　目
標
は
金
メ
ダ
ル
。見
つ
め
る
先

に
あ
る
の
は
、自
身
の
活
躍
で
デ
フ

空
手
を
広
め
た
い
と
い
う
思
い
だ
。

夢
の
実
現
に
向
け
て
、北
村
さ
ん
は

心
技
体
を
磨
き
続
け
る
。

（
取
材
日
：
2
0
2
2
年
9
月
上
旬
）

【同志社人訪問】
元日本サッカー協会

プロフェッショナルレフェリー

家本 政明さんに聞く

One Purpose
同志社よ、その名は一つの目的を意味する
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